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王
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明
史
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と
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ル
ー
ア
ン
サ
ー
ブ
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比
較
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じ
て
一

杉

山

正

明

【
要
約
】
　
幽
王
チ
ェ
ベ
イ
は
、
元
朝
治
下
に
活
躍
し
た
チ
ャ
ガ
タ
イ
系
諸
王
で
あ
る
。
ポ
ー
ル
ー
ペ
リ
オ
氏
以
来
、
朗
代
目
ミ
王
家
の
起
源
を
こ
の
チ
ュ

ベ
イ
に
求
め
る
考
え
方
が
提
出
さ
れ
て
き
た
が
、
実
は
は
っ
き
り
し
た
裏
付
け
を
欠
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
潮
に
記
さ
れ
た
『
ム
イ
ッ
ズ

ル
ー
ア
ン
サ
ー
ブ
』
な
る
系
譜
資
料
を
使
用
す
る
と
、
両
老
の
系
譜
関
係
が
確
定
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
明
代
沙
州
県
も
ま
た
チ
ュ
ベ
イ
一
門
の
後
身
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
こ
の
事
実
を
中
心
に
、
『
元
首
』
『
集
史
』
、
そ
し
て
『
明
史
』
『
明
実
録
』
等
に
残
る
チ
ュ
ベ
イ
一
門
の
記
録
を
つ
な
い
で

い
く
と
、
十
四
世
紀
河
西
に
お
け
る
チ
ュ
ベ
イ
家
の
軌
跡
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
元
・
明
と
い
う
暁
代
の
大
枠
に
は
と

ら
わ
れ
な
い
、
も
う
ひ
と
つ
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
王
家
の
歴
史
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
五
巻
一
号
　
一
九
八
二
年
一
月

肉

幽王チュベイとその系譜（杉山）

は
　
じ
　
め
　
に

　
十
三
世
紀
の
後
半
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
ク
ビ
ラ
イ
、
カ
イ
ド
ウ
の
二
心
に
わ
か
れ
、
四
〇
年
間
に
わ
た
る
長
期
内
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
頃
、

東
西
の
文
献
に
チ
ュ
ベ
イ
○
口
げ
①
一
な
る
人
物
が
登
場
し
て
く
る
。
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
一
員
で
あ
っ
た
彼
は
、
ク
ビ
ラ
イ
側
の
有
力
諸
王
と
し

て
対
カ
イ
ド
ウ
戦
の
最
前
線
に
立
ち
、
十
四
世
紀
の
初
頭
、
帝
国
内
に
再
び
平
和
が
よ
み
が
え
る
と
、
そ
の
ま
ま
河
西
西
半
の
地
に
根
拠
し
て
、

元
朝
治
下
有
数
の
大
勢
力
に
の
し
あ
が
る
。
そ
の
後
、
彼
は
元
朝
大
嶺
ア
ン
よ
り
、
二
王
な
る
王
号
を
授
け
ら
れ
、
以
後
代
々
継
幸
し
て
、
そ

の
後
嗣
は
元
末
ま
で
及
ぶ
。
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と
ζ
ろ
で
、
研
究
史
上
、
こ
の
チ
ュ
ベ
イ
は
す
で
に
或
る
角
度
か
ら
注
囲
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
明
代
、
天
山
東
端
の
ハ
ミ

国
㊤
旨
陣
（
あ
る
い
は
コ
ム
ル
ρ
Q
白
島
）
の
地
に
明
朝
の
封
冊
を
う
け
な
が
ら
も
、
な
か
ば
自
立
し
た
モ
ン
ゴ
ル
集
団
、
い
わ
ゆ
る
「
明
代
恰
密

王
家
」
の
血
統
が
、
こ
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
チ
ュ
ベ
イ
の
系
統
に
遡
り
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
ポ
ー
ル
ー
ペ
リ
オ
茂
の
問
い
か
け
で
あ
っ

た
。
民
は
、
　
『
明
史
』
　
『
明
実
録
』
に
記
載
さ
れ
る
明
代
ハ
ミ
王
家
の
初
代
に
注
目
し
、
特
に
元
時
代
に
授
与
さ
れ
た
と
い
う
そ
の
王
号
が
、

『
元
史
』
に
い
う
チ
ュ
ベ
イ
系
の
そ
れ
と
一
致
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
系
譜
上
、
両
者
が
連
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ

①る
。
ペ
リ
オ
氏
の
立
論
は
、
氏
独
特
の
、
ほ
と
ん
ど
直
感
と
ま
で
い
え
る
着
想
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
我
が
国
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
、
ま
ず
最
初
に
佐
手
透
氏
が
こ
れ
に
論
及
さ
れ
、
つ
づ
い
て
松
村
潤
、
小
田
馬
形
両
氏
が
ペ
リ
オ
氏
の
推
測
を
補
足
す
る
形
で
主
に
漢
文
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

料
か
ら
の
裏
付
け
を
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
松
村
氏
は
『
元
史
』
　
『
明
実
録
』
の
関
係
記
事
を
丹
念
に
抜
粋
・
整
理
さ
れ
、
小
田
氏
は
見

方
を
変
え
て
、
明
代
ハ
ミ
王
家
の
ハ
ミ
来
住
の
由
来
を
追
求
さ
れ
た
。
両
氏
の
試
み
は
、
い
ず
れ
も
元
明
史
料
の
連
続
を
求
め
る
と
い
う
観
点

か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
中
国
側
史
料
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
ま
ず
ほ
ぼ
可
能
な
か
ぎ
り
の
処
理
が
な

さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
史
料
の
欠
如
は
何
と
し
て
も
覆
い
が
た
く
、
論
証
上
、
幾
つ
か
の
不
確
定
要
素
を
完
全
に
払
拭

す
る
ま
で
に
は
至
り
え
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
ペ
リ
オ
氏
が
首
唱
さ
れ
た
チ
ュ
ベ
イ
家
と
明
代
ハ
ミ
王
家
と
の
系
譜
関
係
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
き
わ
め
て
あ
り
う
べ
き
事
が
ら
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
の
、
文
献
上
、
完
全
な
裏
付
け
を
欠
き
、
あ
く
ま
で
ひ
と
つ
の
可
能
性

と
し
て
提
示
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
正
確
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
原
因
は
、
も
っ
ぱ
ら
史
料
の
側
に
、
と
り
わ
け
、
　
『
元
史
』
巻
一
〇
七
、
宗
室
世
系
表
の
あ
ま
り
の
不
備
に
依
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
同

表
は
、
元
朝
モ
ン
ゴ
ル
王
族
の
系
譜
と
称
す
る
も
の
の
、
そ
の
実
、
不
十
分
か
つ
杜
撰
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
元
朝

治
下
の
諸
王
統
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
事
に
近
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
シ
ャ
…
－
ル
フ
の
命

に
よ
っ
て
、
八
三
〇
／
一
四
二
六
－
七
年
、
ヘ
ラ
ー
ト
で
編
纂
さ
れ
た
『
ム
イ
ッ
ズ
ル
ー
ア
ン
サ
ー
ブ
』
（
以
下
『
ム
イ
ッ
ズ
』
と
略
称
）
な
る
系

譜
集
が
あ
る
。
こ
の
書
は
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
祖
ア
ラ
ン
ー
ゴ
ア
よ
り
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
諸
君
主
・
諸
王
子
に
至
る
全
モ
ン
ゴ
ル
王
族
の
系
譜
の
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④

体
裁
を
採
る
。
そ
の
な
か
に
、
チ
ュ
ベ
イ
一
族
の
記
載
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
従
来
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
人
名
・
血
統
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
新
知
見
の
情
報
を
、
既
存
の
『
元
史
』
　
『
明
実
録
』
な
ど
の
元
明
史
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
く
と
、
懸
案
の
明
代
ハ
ミ
王
家
と

チ
ュ
ベ
イ
家
と
の
連
続
が
確
定
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
河
西
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
、
チ
ュ
ベ
イ
一

門
の
実
態
が
、
元
明
時
代
を
通
じ
て
か
な
り
は
っ
き
り
と
し
た
姿
で
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
同
書
の
記
載
内
容
の
検
討
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
間
野
英
二
氏
が
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
期
の
部
分
に
関
し
て
全
面
的
に
活
用
を
は
か
っ
て
お

　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
り
、
特
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
に
関
し
て
、
テ
ィ
ム

ー
ル
朝
史
料
で
あ
る
同
書
の
記
載
が
・
ど
れ
ほ
ど
有
効
で
あ
り
え
る
か
は
・
あ
ま
り
明
ら
か
と
な
ぞ
は
い
な
や
し
か
し
・
管
見
の
か
ぎ
り

で
は
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
は
チ
ュ
ベ
イ
系
以
外
の
言
意
に
つ
い
て
も
、
他
書
で
は
決
し
て
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
有
益
な
情
報
を
含
み
、
成
立
年

代
の
近
い
こ
と
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
将
来
、
こ
れ
を
柱
に
、
不
明
な
点
の
多
い
モ
ン
ゴ
ル
王
族
の
系
統
を
、
か
な
り
な
程
度
で
全
体
に
わ
た

っ
て
再
構
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
ペ
リ
オ
、
守
口
、
松
村
、
小
田
の
諸
先
学
の
業
績
を
継
承
し
つ
つ
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
利
用
の
ケ
ー
ス
ー
ス
タ
デ
ィ
の

意
味
も
こ
め
て
、
チ
ュ
ベ
イ
一
族
の
系
譜
を
そ
の
一
々
に
つ
い
て
出
来
る
か
ぎ
り
詳
細
に
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
結
果
、
ペ
リ
オ
氏
以
来
の

懸
案
に
何
ら
か
の
見
通
し
が
得
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
元
明
時
代
を
通
じ
た
河
瀟
チ
ュ
ベ
イ
家
の
輪
郭
が
よ
り
は
つ
き
り
し
た
も
の
に
な
れ
ば
、
先

業
の
騨
尾
に
付
す
い
さ
さ
か
の
所
以
も
、
ま
た
あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。

　
な
お
、
こ
の
一
族
の
創
祖
チ
ュ
ベ
イ
自
身
に
つ
い
て
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
有
力
者
で
あ
る
彼
が
、
な
ぜ
元
朝
治
下
へ
来
投
し
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
そ
の
履
歴
の
詳
細
や
所
領
の
形
成
過
程
な
ど
、
ク
ビ
ラ
イ
、
カ
イ
ド
ウ
、
登
場
以
後
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
大
変
動
に
関
連
し
て
、
論

及
す
べ
き
点
は
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
別
の
機
会
に
譲
り
、
本
稿
で
は
ま
ず
そ
れ
ら
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
系
譜
上
の
検
討
の
み
に
論
点

を
絞
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
　
挿
℃
o
罠
。
砕
「
い
①
嬢
O
智
簿
δ
ω
ミ
覧
畠
三
塁
巴
降
師
Φ
一
．
燦
冨
8
貯
①
魯
。
。
　
　
　
　
ζ
産
霊
独
．
o
§
肉
津
9
〈
o
一
■
メ
×
区
く
H
H
H
ψ
お
劇
G
。
．
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②
　
佐
口
透
「
河
西
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
封
建
王
侯
」
　
『
和
田
博
士
還
暦
記
念
東
洋

　
史
論
叢
』
　
九
五
一
年
。

③
　
松
村
潤
「
明
代
恰
密
王
家
の
起
原
」
『
東
洋
学
報
』
第
三
九
巻
窮
四
号
、
一
九
五

　
七
年
。
小
田
寿
典
「
明
初
の
恰
密
王
家
に
つ
い
て
i
成
祖
の
コ
ム
ル
経
営
1
」

　
『
東
洋
史
研
究
撚
綱
二
二
巻
第
一
母
、
　
　
九
六
雌
一
年
目

④
き
匙
．
恥
毛
ミ
ー
』
蕊
き
笥
終
ミ
ミ
爲
“
防
ミ
匙
§
ミ
。
窓
ミ
讐
累
ω
．
国
σ
嵩
。
普
9
ま

　
昌
㊤
臨
。
瓢
9
。
ざ
噛
》
ロ
。
δ
謬
h
o
昌
畠
ω
℃
①
屋
9
口
①
メ
こ
の
懲
に
つ
い
て
は
、
国
陶
切
ざ
。
げ
⑦
漕

　
O
ミ
ミ
。
偽
ミ
§
恥
§
§
四
娼
砺
ミ
愚
融
黛
誘
§
諾
§
智
b
ロ
§
§
富
ミ
回
転
馬
ご
噛
ミ
♪

　
H
り
膨
拶
ユ
ω
讐
お
8
触
℃
や
8
悼
－
憩
り
ω
…
ρ
鋭
ω
8
屋
ざ
国
碁
帖
§
w
い
謙
ミ
ミ
ミ
沖
く
。
一
噸

　
囲
・
讐
目
・
お
培
1
ω
S
（
器
℃
・
お
唖
O
y
℃
』
Φ
。
。
の
解
説
が
参
考
に
な
る
ほ
か
、
鋭

　
N
’
＜
じ
目
。
σ
q
雪
り
．
．
目
ぎ
∩
o
ヨ
℃
o
ω
三
曾
。
琉
夢
。
嵩
蓉
o
q
o
墨
汁
げ
①
冨
。
品
。
一
ω

　
び
団
図
器
巳
傷
寒
6
興
り
、
、
O
§
騨
ミ
決
昏
§
智
ミ
蟻
榊
ミ
層
く
凝
結
㍉
㊤
Φ
b
。
り
℃
や
0
。
。

　
ふ
9
タ
〉
噂
9
8
お
智
§
動
昏
覗
§
ミ
ミ
N
竜
ミ
鳶
ミ
。
切
§
も
畑
簿
飛
。
竜
職
急
ミ
§
、
へ
§

　
o
瀞
。
》
嘗
蜜
o
o
語
P
目
O
q
b
。
噛
Ω
男
’
g
。
お
の
ふ
た
つ
に
論
及
が
あ
る
。
ま
た
、

　
後
二
者
を
紹
介
し
た
間
野
英
二
「
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
に
お
け
る
ご
賞
顕
の
系
譜
－

　
O
審
冨
切
望
匡
。
・
家
の
場
合
i
」
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
第
二
〇
巻
第
一
号
、
㎝
九

　
七
七
年
の
五
八
頁
、
譲
②
個
は
参
考
に
な
る
点
が
多
い
。

⑥
聞
野
「
テ
づ
ム
ー
ル
朝
の
社
会
」
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
8
、
中
世
2
、
一

　
九
六
九
年
、
お
よ
び
岡
氏
茜
肘
潟
菰
渕
文
。

⑥
私
が
知
る
か
ぎ
り
、
我
が
国
で
は
、
北
元
の
世
系
に
闘
し
て
本
田
実
信
氏
が
利

　
用
さ
れ
（
出
O
コ
山
P
試
貯
O
び
F
．
．
○
口
留
⑦
σ
Q
魯
Φ
銑
O
σ
Q
団
O
h
魯
①
①
P
村
蔓
客
O
㍗

　
夢
①
ヨ
畷
罫
僧
嵩
、
、
噛
9
岱
㍗
嵐
嶺
ミ
魯
ぎ
㍉
寒
さ
ミ
蕊
3
×
メ
メ
ー
。
。
一
箸
”
H
霧
Q
。
）
、
　
ま
た
r

　
ご
く
最
近
、
堀
川
徹
氏
が
ウ
ズ
ベ
ク
と
カ
ザ
フ
の
系
譜
間
題
に
関
し
て
当
該
箇
処

　
に
検
討
を
加
え
ら
れ
て
い
る
（
「
ウ
ズ
ベ
ク
族
と
カ
ザ
フ
族
の
『
分
離
』
に
つ
い

　
て
」
　
『
宋
元
代
の
社
会
と
廓
爪
教
の
総
合
的
研
究
』
昭
和
五
四
年
度
科
研
無
血
口
書
、

　
一
九
八
○
年
）
の
み
で
あ
る
。

⑦
ペ
リ
オ
氏
の
弟
子
で
、
先
年
亡
く
な
っ
た
ア
ソ
ピ
ス
氏
が
『
元
史
購
巻
一
〇
七

　
宗
室
世
系
褒
の
訳
註
の
な
か
で
、
『
ム
イ
ッ
ズ
』
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

　
単
に
引
用
し
て
い
る
と
い
っ
た
程
度
で
、
悪
臭
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
元
史
』

　
『
集
史
』
な
ど
の
当
代
史
料
と
の
間
で
、
充
分
な
検
討
作
業
が
な
さ
れ
て
い
る
と

　
は
言
い
が
た
い
。
同
書
の
価
値
は
む
し
ろ
そ
の
景
色
な
引
用
と
人
名
の
ロ
ー
マ
字

　
化
に
こ
そ
あ
る
よ
う
で
索
引
検
索
の
工
具
と
し
て
は
、
ま
た
と
な
い
便
利
な
譲
で

　
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
王
族
の
系
譜
研
究
が
そ
れ
な
り
の
帰

　
結
を
見
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
U
．
口
Q
ヨ
玄
ω
噛
黒
馬
G
ぎ
驚
鳳
ミ
G
§
§
ハ

　
峯
晒
§
9
♪
↓
．
o
ミ
仁
義
。
．
く
。
一
■
図
×
区
く
一
H
囲
魑
お
臨
．

4　（4）

醐

『
ム
イ
ッ
ズ
』
と
問
題
点
の
所
在

　
明
代
ハ
ミ
王
家
の
起
源
問
題
に
つ
い
て
、
ペ
リ
オ
氏
以
下
の
先
学
た
ち
に
よ
っ
て
、
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
何
が
不
明
な
の
か
。

ま
ず
、
問
題
点
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
意
味
か
ら
、
従
来
の
知
解
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ナ
シ
リ
　
　
　
　

ク
ナ
シ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o
　
　
　
o

　
　
　
『
明
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
明
代
ハ
ミ
王
家
の
始
祖
は
兀
納
失
里
、
あ
る
い
は
忽
納
失
里
と
い
う
。
彼
は
、
元
末
、
威
武
王
か
ら
贈
爵
に
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
封
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
　
『
元
史
』
に
よ
れ
ば
、
チ
ュ
ベ
イ
は
、
は
じ
め
威
武
西
寧
王
に
封
じ
ら
れ
、
の
ち
聖
王
に
改
め
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む
　
む
ク
ン
チ
ニ
ク

　
　
ら
れ
た
。
ま
た
、
　
『
元
肥
』
に
は
、
粛
王
寺
徹
な
る
人
物
も
い
る
。
ラ
シ
ー
ド
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
の
『
集
史
』
に
よ
れ
ば
、
チ
ュ
ベ
イ
の

　
　
諸
子
の
う
ち
に
、
ク
ソ
チ
ェ
ク
な
る
名
前
が
見
え
、
お
そ
ら
く
こ
れ
に
あ
た
る
と
推
測
さ
れ
る
（
ペ
リ
定
年
）
。
　
つ
ま
り
、
ク
ナ
シ
リ
の
二

　
　
つ
の
王
号
は
、
チ
．
ユ
ベ
イ
と
そ
の
子
ク
ン
チ
ェ
ク
の
も
の
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
等
号
を
手
掛
り
に
、
元
明
史
料
か
ら
、
チ

　
　
ュ
ベ
イ
一
党
と
お
ぼ
し
き
人
名
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
　
『
明
実
録
』
洪
武
二
十
四
年
八
月
、
明
軍
が
ハ
ミ
城
を
急
襲
し
た
さ
い
、
ク
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ピ
ル
ゲ
テ
ム
ル

　
　
シ
リ
と
と
も
に
爾
王
鯛
児
怯
野
木
児
な
る
人
物
が
そ
こ
に
一
緒
に
お
り
、
、
斬
殺
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
目
に
つ
く
。
幽
王
は
チ
ュ
ベ
イ
改

　
　
以
後
の
王
号
で
あ
り
、
チ
ュ
ベ
イ
の
後
蕎
が
代
々
世
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
ク
ナ
シ
リ
と
別
児
怯
帖
木
琴
は
同
族
で
あ
り
、
そ

　
　
の
故
に
こ
そ
ハ
ミ
城
で
明
軍
に
対
し
、
と
も
に
戦
っ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
　
『
元
受
』
の
関
係
記
事
を
分
析
し
て
い
く
と
、
元
代
、

　
　
チ
ュ
ベ
イ
一
族
が
関
係
し
た
二
号
と
し
て
は
、
結
局
、
幽
王
・
粛
王
・
西
寧
王
・
威
武
西
寧
王
の
四
つ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
事
蹟
を
総
合

　
　
す
る
と
、
チ
ュ
ベ
イ
と
そ
の
後
窩
は
河
西
一
帯
に
所
領
を
形
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
元
末
に
威
武
王
、
粛
王
の
王
号
を
も
ち
、

　
　
明
代
に
な
っ
て
、
明
朝
の
封
冊
を
う
け
た
ハ
ミ
王
家
初
代
の
ク
ナ
シ
リ
が
、
こ
の
チ
ュ
ベ
イ
一
門
に
つ
ら
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず

　
　
ま
ち
が
い
な
い
（
松
村
氏
）
。
た
だ
し
、
元
末
・
明
初
の
形
勢
を
眺
め
る
と
、
ク
ナ
シ
リ
が
は
じ
め
か
ら
ハ
ミ
に
根
拠
し
て
い
た
か
ど
う
か

　
　
は
疑
わ
し
い
。
お
そ
ら
く
、
当
初
カ
ラ
コ
ル
ム
近
辺
に
い
た
も
の
が
、
＝
二
八
八
年
、
三
主
ト
ク
ズ
ー
テ
ム
ル
が
明
津
の
奇
襲
を
う
け
て

　
　
ブ
イ
ル
湖
畔
に
潰
滅
し
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
が
混
乱
に
陥
っ
た
こ
ろ
、
一
族
・
先
祖
の
縁
故
に
よ
っ
て
河
西
に
来
住
し
、
ハ
ミ
に
腰
を
鋸
え
る

　
　
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
小
田
氏
）
。

　
さ
て
、
立
論
の
大
筋
に
お
い
て
、
私
も
異
議
を
さ
し
は
さ
む
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
、
論
証
の
手
続
き
に
お
い
て
、
史
料
の
欠
如
・
不
備
を

そ
の
ま
ま
反
映
し
て
、
実
証
で
き
な
い
空
白
部
分
が
か
な
り
多
い
点
が
気
に
懸
か
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
立
証
上
、
弱
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

肝
腎
の
現
代
ハ
ミ
王
家
の
初
代
、
ク
ナ
シ
リ
か
ら
遡
っ
て
チ
ュ
ベ
イ
に
い
た
る
具
体
的
な
系
譜
関
係
が
、
一
切
、
不
明
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
明
代
ハ
ミ
王
家
初
代
の
ク
ナ
シ
リ
が
元
肥
、
に
保
持
し
て
い
た
の
が
、
　
「
威
武
王
」
と
「
蔵
王
」
の
二
つ
の
王
号
。
こ
の
両
墨
字
が
、
元
時
代
、

チ
ュ
ベ
イ
と
そ
の
一
族
と
お
ぼ
し
き
人
物
が
保
持
し
た
爵
号
と
、
類
似
な
い
し
一
致
す
る
点
に
、
こ
の
論
証
の
す
べ
て
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

5　（5）



他
の
材
料
は
、
結
局
、
状
況
証
拠
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
こ
れ
を
補
強
す
る
た
め
の
傍
証
と
い
っ
て
よ
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
論
証
の
過
程
を
図
で
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
〈
威
武
西
寧
王
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
ア
カ
ベ
イ
イ
リ
ク
チ

　
　
チ
ュ
ベ
イ
ー
－
（
ノ
ム
ー
ク
リ
）
－
…
－
－
阿
恰
伯
一
嵩
里
二
丁
…
…
－
－
…
・
…
－
・
・
…
・
…
…
．
…
…
・
∴
　
〈
威
武
王
V

　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
“
・
…
…
ク
ン
チ
ェ
ク
：

γ
…
…
ク
ナ
シ
リ

…
贈
〈
粛
王
〉

6　（6）

　
　
〈
粛
王
〉

破
線
は
推
測
、
実
線
が
確
実
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
威
武
王
」
、
「
粛
王
」
、
い
ず
れ
か
ら
辿
っ
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
チ
ュ
ベ
イ
と
ク
ナ

シ
リ
を
実
線
で
む
す
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
チ
ュ
ベ
イ
と
明
代
ハ
ミ
王
家
の
関
係
が
、
結
局
、
推
測
の
側
面
を
ぬ
ぐ
い
切
れ
ず
、
は
な
は
だ
歯

切
れ
の
悪
い
論
述
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
い
た
し
方
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
史
料
の
性
質
と
限
界
の
た
め
で
あ
る
。
漢
文
史
料
の
み
に
依
拠
し
た
場
合
、
先
述
の
如
く
、
　
『
元
三
』
宗
室
世

系
蓑
が
全
く
用
を
な
さ
な
い
た
め
、
二
号
を
た
よ
り
に
、
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
人
物
を
、
一
般
の
記
事
の
な
か
か
ら
拾
い
あ
げ
て

い
く
よ
り
ほ
か
に
て
だ
て
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
考
え
て
み
る
と
、
王
号
と
い
う
も
の
は
、
す
で
に
系
譜
史
料
を
与
え
ら
れ
た
う
え
で
な
ら
ば
、

そ
の
な
か
の
王
統
を
識
別
し
、
さ
ら
に
そ
の
継
承
順
位
を
も
推
測
す
る
有
力
な
手
掛
り
と
な
り
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
な
系
譜
史
料
を
欠

い
た
条
件
下
で
は
、
そ
れ
ら
の
記
録
は
あ
く
ま
で
偶
然
に
残
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
点
と
点
と
の
把
握
に
な
ら
ざ
る
を
え

ず
、
王
統
を
一
本
の
連
続
し
た
線
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
く
な
る
。
さ
き
に
述
べ
た
従
来
の
立
論
に
み
ら
れ
る
弱
点
は
、
点
と
点

と
を
つ
な
い
だ
そ
の
間
の
空
白
が
、
幾
つ
か
の
傍
証
を
も
っ
て
し
て
も
な
お
、
容
易
に
う
ず
め
が
た
い
ほ
ど
口
を
開
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
こ
こ
に
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
を
利
用
す
る
意
味
が
生
ま
れ
て
く
る
。
ま
ず
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
該
当
意
義
を
掲
げ
る
（
系
図
！
）
。
な
お
、
こ
れ
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が
す
べ
て
の
内
容
で
は
な
く
、
一
7
6
明
史
料
に
対
応
す
る
記
事
が
あ
る
も
の
を
中
心
に
、
最
低
限
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
を
挙
げ
た
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
私
の
目
が
行
き
届
か
ず
、
他
に
も
同
定
材
料
が
見
い
出
せ
る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
（
な
お
、
四
〇
頁
の
図
版
参
照
）

　
さ
て
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
は
、
系
図
1
で
示
し
た
如
く
、
左
右
に
大
き
く
広
が
る
よ
う
に
チ
ェ
ベ
イ
一
族
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

右
端
す
み
に
、
兄
弟
と
し
て
記
さ
れ
る
図
臼
醜
魯
三
白
》
三
（
甲
ゴ
ぎ
欝
が
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
二
人
こ
そ
、
『
明
史
』
『
明
実
録
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ソ
ケ
　
テ
　
ム
　
ル

明
代
ハ
ミ
王
家
の
初
代
、
お
よ
び
第
二
代
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
、
ク
ナ
シ
リ
と
そ
の
弟
安
克
帖
蕩
児
に
相
違
な
い
。
両
者
の
字
音
は
、
お
そ

ら
く
、
囚
暮
習
露
目
葺
く
ヨ
9
μ
触
囚
出
目
夙
く
ω
算
・
○
毒
帥
硲
昼
》
巳
＄
－
日
暮
鐸
く
旨
8
触
国
巳
（
①
月
。
日
貯
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
人
の
血
筋
は
、

8
帥
誉
ゐ
9
1
臨
く
8
0
ヨ
ゐ
巳
押
切
ξ
9
ゐ
。
瞬
く
切
g
蜜
9
。
昌
ゐ
巳
営
H
臨
ゆ
智
く
H
臨
ρ
鰹
と
遡
っ
て
、
チ
ェ
ベ
イ
に
及
ぶ
こ
と
が
っ
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
、
H
罵
a
間
く
H
臨
ぬ
鰹
が
、
音
韻
・
世
代
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
見
て
、
『
元
史
』
に
威
武
西
寧
王
に
封
じ
ら
れ
た
と
い
う
既
出
の

亦
里
黒
赤
、
す
な
わ
ち
イ
リ
ク
、
チ
に
あ
た
る
こ
と
は
、
ま
ず
ま
ち
が
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
ク
ナ
シ
リ
の
初
封
の
学
習
、
威
武
王
と
は
、
ま
さ

し
く
三
代
前
の
イ
リ
ク
チ
の
威
武
西
寧
王
を
継
承
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
明
代
ハ
、
ミ
王
家
は
、
ペ
リ
王
氏
が
そ

の
慧
眼
で
見
抜
い
た
と
お
り
、
た
し
か
に
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
チ
ュ
ベ
イ
に
遡
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
系
図
1
の
記
載
全
体
を
眺
め
る
と
、
先
学
た
ち
、
こ
と
に
松
村
氏
が
チ
ュ
ベ
イ
一
党
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
元
明
史
料
か

ら
捨
い
あ
げ
ら
れ
た
還
相
・
粛
王
・
西
里
王
・
威
武
西
寧
王
の
面
々
が
、
ほ
と
ん
ど
漏
れ
な
く
顔
を
出
し
、
さ
ら
に
新
知
見
の
名
も
多
く
見
え

る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
　
『
元
史
』
に
い
う
王
号
に
沿
っ
て
、
実
際
に
も
ほ
ぼ
そ
の
と
お
り
血
筋
が
幾
つ
か
に
分
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
単
純
な
プ
ラ
ス
面
と
は
裏
腹
に
、
こ
こ
に
か
え
っ
て
厄
介
な
問
題
も
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
ク
ナ
シ
リ
の
二
番
目

の
王
号
、
　
「
粛
王
」
に
関
連
し
て
で
あ
る
。
先
述
の
如
く
、
　
『
元
史
』
で
「
粛
王
」
を
冠
し
て
登
場
す
る
人
物
は
、
　
「
粛
王
商
事
」
た
だ
一
人

で
あ
っ
た
。
ペ
リ
オ
氏
は
こ
れ
を
『
集
史
』
に
い
う
チ
ュ
ベ
イ
の
子
ク
ソ
チ
ェ
ク
に
あ
て
、
そ
れ
が
茂
の
推
論
全
体
の
キ
ー
－
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
『
ム
イ
ッ
ズ
隔
に
よ
れ
ば
、
チ
ュ
ベ
イ
一
門
に
、
ク
ソ
チ
ェ
ク
な
る
人
物
は
二
人
い
る
の
で
あ
る
。
一
人
は
、
チ
ュ

7　（7）
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ベ
イ
の
子
ク
ソ
チ
ェ
ク
ー
ド
ル
ジ
囚
α
昌
α
Φ
犀
，
U
o
H
冒
、
も
う
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一
人
は
チ
モ
、
ヘ
イ
の
兄
カ
バ
ン
ρ
ゆ
σ
曽
⇔
の
子
ク
ン
チ
ェ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

国
α
旨
α
①
閃
。

　
前
者
は
、
す
で
に
、
『
集
史
』
に
登
比
し
、
後
者
は
、
『
集

史
』
で
は
見
え
ず
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て

登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。
チ
ュ
、
、
ヘ
イ
一
門
の
部
分
に
か
ぎ
ら

ず
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
全
体
の
記
載
内
容
を
通
観
し
て
み
る
と
、

明
ら
か
に
『
ム
イ
ッ
ズ
』
は
、
　
『
集
史
』
の
記
載
を
引
き
う

つ
し
て
い
る
。
一
三
一
〇
年
搦
筆
し
た
『
集
史
』
を
踏
ま
え
、

そ
れ
に
新
情
報
を
継
ぎ
足
す
と
い
う
形
で
全
体
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
チ
ュ
ベ
イ
家
の
部
分
に
関
し
て
い
え

ば
、
チ
ュ
ベ
イ
の
諸
子
の
ラ
イ
ン
ま
で
は
『
集
史
』
に
ほ
ぼ

そ
の
名
が
挙
が
り
、
そ
れ
以
下
は
『
ム
イ
ヅ
ズ
』
独
，
自
の
記

録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
前
者
ク
ソ
チ
ェ
ク

ー
ド
ル
ジ
の
名
が
『
集
史
』
そ
の
ま
ま
に
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に

記
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
両
者

を
引
き
く
ら
べ
て
み
る
と
、
ど
う
や
ら
後
者
の
方
が
、
　
『
元

史
』
に
い
う
「
粛
王
寛
徹
」
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
。



幽王チュベイとその系譜（杉山）

〔系図1〕
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（なお，輪中の矢印は推定長幼順。人名に下線を附したものは，本稿で言及する重要な人物。）

　
し
か
し
、
差
支
あ
た
り
聞
題
に
す
べ
き
は
、
十
王
寛
徹
が

た
と
え
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
明
代
ハ
ミ
王
家
初
代
の

ク
ナ
シ
リ
は
、
そ
の
直
系
の
子
孫
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
あ
る
一
前
者
な
ら
ば
、
ク
ナ
シ
リ
直
系
の
祖
の
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ

リ
ク
チ
に
と
っ
て
兄
弟
。
後
者
な
ら
ば
、
　
い
と
こ
に
あ
た

る
i
。
こ
の
点
で
い
え
ば
、
ペ
リ
オ
茂
の
予
測
と
は
相
違

す
る
。
も
と
も
と
、
漢
文
史
料
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

「
威
武
王
」
と
「
粛
王
」
の
両
面
か
ら
関
連
を
求
め
る
や
り

方
を
採
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
然
そ
こ
に
は
、
な
ぜ
ク
ナ

シ
リ
が
「
威
武
王
」
と
「
二
王
」
の
二
つ
の
王
号
を
、
一
人

に
し
て
兼
ね
備
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
潜
ん
で
い

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
い
ま
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
よ
っ
て
、

「
威
武
王
」
の
ラ
イ
ン
か
ら
、
チ
ュ
ベ
イ
、
ク
ナ
シ
リ
の
関

係
が
明
確
に
な
っ
た
以
上
、
今
度
は
、
の
こ
る
「
粛
王
」
の

ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
直
系
の
子
孫
で
は
な
い
ク
ナ
シ
リ
が
、

ど
う
し
て
「
粛
王
寛
徹
」
の
王
号
を
引
き
つ
い
で
い
る
の
か
、

と
い
う
疑
問
が
当
然
の
如
く
生
じ
て
く
る
。
い
わ
ば
事
の
裏

面
に
あ
た
る
こ
の
点
の
解
決
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
チ
ェ
ベ
イ

と
明
代
ハ
ミ
王
家
と
の
系
譜
問
題
は
、
真
に
解
決
を
見
た
と

9　（9）



は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
な
い
し
『
明
実
録
』
の
情
報
が
誤
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
実
際
に
王
統
継
承
に
お
い
て

何
ら
か
の
屈
折
・
混
乱
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
東
西
文
献
の
双
方
に
そ
の
事
実
の
一
端
が
灰
見
え
る
こ
と
に
な
っ
た
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

た
だ
そ
の
さ
い
気
に
な
る
の
は
、
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
記
さ
れ
る
チ
ュ
ベ
イ
の
諸
子
十
六
人
の
う
ち
、
『
集
史
』
に
は
あ
ら
わ
れ
ず
、
『
ム
イ
ッ
ズ
』

に
な
っ
て
は
じ
め
て
登
場
す
る
唯
一
の
例
外
こ
そ
、
実
に
ほ
か
な
ら
ぬ
ク
ナ
シ
リ
直
系
の
祖
イ
リ
ク
チ
だ
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
い

っ
た
い
、
何
を
意
味
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
こ
れ
ら
の
疑
問
が
、
た
だ
ち
に
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
不
備
・
誤
謬
を
意
味
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
速
断
で
き
な
い
。
想
え
ば
、
『
元
史
』
『
明
実

録
隔
な
ど
の
元
明
史
料
は
、
中
国
、
と
く
に
大
都
1
1
北
京
の
情
報
で
あ
り
、
い
っ
ぽ
う
『
ム
イ
ッ
ズ
』
は
、
西
方
ヘ
ラ
ー
ト
で
蒐
集
さ
れ
た
情

報
で
あ
る
。
＝
至
ハ
八
年
の
元
室
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
退
去
と
、
そ
の
二
〇
豊
後
の
ク
ビ
ラ
イ
家
の
減
亡
（
ト
ク
ズ
ー
テ
ム
ル
ー
大
カ
ア
ソ
の
殺
虐
）
と

に
よ
っ
て
、
昔
日
の
大
連
合
が
失
な
わ
れ
た
あ
と
、
そ
の
旧
版
図
の
東
西
に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
後
継
た
る
こ
と
を
自
称
し
て
並
立
し
た
両
帝
国
、

明
王
朝
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
で
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
全
く
ニ
ュ
ー
ス
ー
ソ
ー
ス
も
ち
が
え
ば
、
書
き
手
も
異
な
る
両
史
料
が
、
い
ま
こ
こ
で
触

れ
合
わ
ん
と
し
て
い
る
。
両
者
が
奏
で
る
音
律
が
和
音
か
不
協
和
音
か
を
論
断
す
れ
ば
、
そ
れ
で
済
む
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
両

史
料
の
性
質
と
矧
約
を
頭
に
入
れ
つ
つ
、
記
載
の
一
々
を
相
互
に
検
証
し
揮
う
こ
と
、
ま
ず
こ
れ
が
肝
要
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
、

『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
、
は
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
信
愚
者
が
置
け
る
も
の
か
ど
う
か
、
判
断
を
下
す
べ
き
筋
合
い
の
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
如
何
に

よ
っ
て
、
チ
ュ
ベ
イ
家
と
明
代
ハ
ミ
王
家
と
の
系
譜
関
係
も
確
た
る
裏
付
け
を
得
た
こ
と
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
や
は
り
ひ
と
つ
の
可
能
性
に

と
ど
ま
る
か
が
、
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
以
下
、
右
の
如
き
意
を
こ
め
て
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
記
載
を
、
ひ
と
ま
ず
『
元
史
』
に
見
え
る
王
統
別
に
仕
切
り
、
そ
こ
に
見
え
る

人
名
・
血
統
が
、
は
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
元
明
史
料
に
残
る
情
報
と
一
致
な
い
し
は
乖
離
・
翻
鱈
す
る
も
の
か
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に

し
た
い
。
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①
　
こ
の
点
に
関
し
て
、
松
村
氏
は
さ
す
が
に
　
「
容
色
失
里
、
及
び
こ
れ
を
襲
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
ゐ
　
で
　
も
　
マ
　
で
　
ヘ
　
マ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
ハ
　
へ

　
だ
安
克
帖
木
児
が
粛
王
寛
徹
の
後
畜
で
あ
る
と
断
ず
る
の
は
藩
遷
せ
ざ
る
を
得
な

　
い
」
と
慎
重
に
た
だ
し
書
き
さ
れ
て
い
る
。
松
村
先
掲
論
文
、

②
　
松
村
先
掲
論
文
、
四
＝
貝
。

圏
七
頁
。

二
　
幽
王
家
ノ
ム
ー
ク
リ
系

　
チ
ュ
ベ
イ
の
子
ノ
ム
ー
ク
リ
に
発
す
る
家
系
が
、
ほ
ぼ
代
々
の
幽
王
に
一
致
す
る
。
チ
ェ
ベ
イ
一
門
が
保
有
す
る
王
号
の
う
ち
、
二
王
が
最

高
位
に
く
ら
い
す
る
か
ら
、
こ
の
家
系
が
ど
う
や
ら
チ
ュ
ベ
イ
一
門
の
嫡
里
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
該
当
箇
処
を

あ
げ
る
と
次
の
と
お
り
。
な
お
、
各
人
物
の
左
肩
の
番
号
は
、
説
明
の
都
合
上
、
便
宜
的
に
附
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
彦
。
日
ゐ
巳
一
ま
で
は
『
集
史
』
に
記
載
が
あ
る
。
『
ム
イ
ッ
ズ
』
が
そ
れ
自
体
意
味
を
も
つ
の
は
、
・
。
客
。
日
－
翁
ω
げ
以
降
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
δ
言
ぴ
鶏
か
ら
。
初
代
当
主
チ
ュ
ベ
イ
。
元
朝
史
料
に
は
、
出
伯
・
尤
伯
・
尤
白
の

幽王チュベイとその系譜（杉山）

〔系図2〕
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文
字
で
あ
ら
わ
れ
る
。
チ
ュ
ベ
イ
家
の
事
実
上
の
創
始
者
。
彼
の
詳
し
い
履
歴
は
省
略
す
る
。

大
徳
八
年
（
＝
二
〇
四
）
十
一
月
二
品
、
第
三
ラ
ン
ク
の
威
武
丁
寧
王
に
封
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
三

年
後
の
大
徳
十
一
年
（
一
三
〇
七
）
に
は
第
一
ラ
ン
ク
の
幽
王
を
授
与
さ
れ
た
。

　
老
⇔
日
ゐ
巳
捌
第
二
代
当
主
ノ
ム
ー
ク
リ
。
漢
字
音
訳
は
、
南
下
里
・
噛
忽
里
・
納
忽
里
・

南
木
細
身
・
那
木
鼠
里
。
父
チ
ュ
ベ
イ
の
死
後
、
一
三
〇
九
年
か
ら
一
三
＝
二
年
の
問
に
幽
王

を
つ
い
だ
。
一
三
一
〇
年
代
に
は
、
河
西
西
半
で
最
も
史
料
の
前
面
に
出
て
く
る
人
物
で
あ
る
。

あ
ま
た
い
る
チ
ュ
ペ
イ
諸
子
の
う
ち
、
彼
が
そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
ま
ち
が
い

な
い
。
以
上
二
代
は
元
朝
史
料
に
詳
し
い
。

　
問
題
は
、
・
。
累
ロ
ヨ
み
似
魯
以
降
で
あ
る
。
従
来
で
は
、
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
賢
。
ヨ
み
譲
は
登
場

し
な
か
っ
た
。
元
明
史
料
に
お
い
て
、
ノ
ム
ー
ク
リ
以
後
最
初
に
幽
王
号
を
帯
び
て
あ
ら
わ
れ
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る
の
は
、
　
『
元
史
』
巻
三
三
、
文
宗
本
紀
、
天
暦
二
年
（
一
三
二
九
）
十
二
月
甲
申
に
、

　
　
㈲
　
幽
王
忽
塔
志
迷
失
の
王
傅
に
印
を
給
す
。

と
記
さ
れ
る
民
話
愚
迷
失
、
す
な
わ
ち
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
ρ
暮
暮
臼
旅
で
あ
る
。
『
ム
イ
ッ
ズ
』
を
み
る
と
ノ
ム
ー
ク
リ
の
弟
の
位
置
に
ρ
ξ
訓
声

日
圃
罪
な
る
人
物
が
記
さ
れ
（
系
図
1
）
、
こ
れ
に
相
違
な
い
。
綴
り
上
、
t
音
と
y
音
の
ち
が
い
が
あ
る
が
、
ア
ラ
ビ
ク
に
お
い
て
、
七
音
を

あ
ら
わ
す
緕
、
と
y
音
を
あ
ち
わ
す
愚
、
と
は
点
が
上
に
来
る
か
下
に
来
る
か
の
違
い
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
も
し
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
ノ
ム
ー
ク
リ
の
後
目
は
、
先
掲
㈲
に
よ
っ
て
＝
一
三
九
年
、
幽
王
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
弟
の
ク
タ
ト
ミ
シ
ェ
が
つ
ぎ
、

『
ム
イ
ッ
ズ
』
で
ノ
ム
ー
ク
リ
の
長
子
と
記
さ
れ
る
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
は
当
主
位
を
栢
呈
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
ま
ず
は
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
で
あ
る
。
実
は
幸
運
な
こ
と
に
、
チ
ュ
ベ
イ
嫡
下
家
の
系
譜
に
つ

い
て
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
が
伝
え
る
情
報
の
確
か
さ
を
立
証
す
る
決
定
的
な
材
料
を
我
々
は
与
え
ら
れ
て
い
る
。
高
堂
『
朧
右
金
石
録
』
巻
斗
に

載
る
「
重
修
文
殊
寺
碑
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
甘
干
省
、
志
州
酒
泉
の
西
南
十
五
キ
ロ
ー
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
、
男
節
山
山
脈
か
ら
伸
び
た
山
塊
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
文
殊
山
の
名
で
呼
ば
れ
る
一
大
石
窟
寺
院
群
が
あ
る
。
そ
の
中
心
的
な
一
窟
、
文
殊
寺
に
こ
の
碑
は
存
在
す
る
。
同
碑
み
ず
か
ら
が
語
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
建
立
以
来
八
百
年
を
へ
て
荒
れ
果
て
て
い
た
「
文
殊
盤
寺
の
古
跡
」
を
哺
答
失
太
子
な
る
人
物
が
、
泰
定
三
年
（
；
一
二
六
）
、

も
ろ
も
ろ
「
衆
の
兄
弟
等
」
と
と
も
に
復
興
し
、
そ
れ
を
記
念
し
て
、
太
子
自
身
の
名
で
立
石
し
た
と
い
う
。
こ
の
哺
答
失
太
子
こ
そ
、
『
ム
イ
ッ
ズ
』

の
ノ
ム
ー
タ
シ
ェ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
同
等
は
、
実
に
驚
く
べ
き
事
実
を
語
る
。
チ
ン
ギ
ス
ー
カ
ン
以
降
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
家
系
は
、

次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
真
吉
思
皇
帝
一
文
合
　
－
揮
美
里
大
王
－
阿
福
鬼
大
王
－
主
龍
大
王
一
調
忽
里
大
王
－
哺
答
失
太
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

こ
の
系
譜
は
何
か
。
真
吉
思
皇
帝
、
叉
合
　
は
、
明
ら
か
に
チ
ン
ギ
ス
ー
カ
ン
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
。
以
下
、
拝
合
里
は
お
そ
ら
く
謡
講
里
、
あ

　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
い
は
舞
苔
里
の
欠
損
で
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
の
第
六
子
バ
イ
ダ
ル
切
p
己
碧
、
　
阿
福
鬼
は
や
は
り
南
江
鬼
の
誤
ま
り
で
ア
ル
グ
と
謡
、
主
龍
は

「
龍
偏
の
字
が
膀
に
お
ち
な
い
が
、
明
ら
か
に
チ
ェ
ベ
イ
、
哺
上
里
は
文
字
ど
お
リ
ノ
ム
ー
ク
リ
。
ま
さ
し
く
こ
れ
は
、
チ
ュ
ベ
イ
家
嫡
統
を
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い
っ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
バ
イ
ダ
ル
以
降
、
ノ
ム
ー
ク
リ
ま
で
の
前
後
四
代
に
つ
い
て
、
　
「
従
上
の
諸
王
、
皆
、
叉
合
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん

金
位
に
坐
し
、
の
ち
倶
に
天
に
昇
る
」
と
い
い
、
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
自
身
に
つ
い
て
も
、
　
「
哺
再
再
太
子
、
見
に
叉
合
ダ
の
金
輪
宝
位
に
登
る
」

と
い
う
。
つ
ま
り
、
現
当
主
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
は
み
ず
か
ら
の
家
系
を
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
正
統
と
誇
ら
か
に
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
我
々
は
ふ
つ
う
、
十
四
世
紀
の
初
頭
、
中
央
ア
ジ
ア
を
お
さ
え
た
ド
ゥ
ア
と
そ
の
後
嗣
に
対
し
て
、
　
「
チ
ャ
ガ
タ
イ
ー
ハ
ソ
」
な
る
呼
称
を

使
う
。
そ
れ
は
、
西
方
史
料
が
皆
そ
う
記
し
、
ま
た
彼
ら
み
ず
か
ら
も
そ
う
称
し
、
そ
し
て
何
よ
り
も
そ
う
呼
称
す
る
だ
け
の
政
治
的
事
実
を

持
つ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
全
体
の
脈
絡
の
な
か
で
チ
ャ
ガ
タ
イ
一
族
の
願
末
を
振
り
返
っ
て
み
る
時
、
ド
ゥ
ア

と
そ
の
諸
子
を
中
心
に
中
央
ア
ジ
ア
で
形
成
さ
れ
た
政
治
集
団
は
、
カ
イ
ド
ウ
支
配
の
三
十
余
年
を
間
に
は
さ
ん
で
、
そ
れ
以
前
の
「
チ
ャ
ガ

タ
イ
ー
ウ
ル
ス
」
と
は
ほ
と
ん
ど
無
縁
な
形
で
あ
ら
た
に
結
成
さ
れ
た
「
ド
ゥ
ア
王
国
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

そ
れ
と
同
時
期
、
大
き
く
は
元
朝
版
図
下
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
は
い
え
、
河
西
西
半
の
地
を
お
さ
え
て
い
た
（
あ
る
い
は
、
お
さ
え
つ
つ
あ
っ

た
）
チ
ュ
ベ
イ
一
門
の
総
帥
が
、
み
ず
か
ら
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
正
統
と
称
す
る
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
「
文
殊
寺
碑
」
が
投
げ
か
け
る
波
紋
は
実
に
大
き
い
。
鳥
合
に
よ
っ
て
は
、
我
々
が
通
念
と
し
て
抱
い
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
チ
ャ
ガ

タ
イ
ー
ハ
ン
国
」
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
も
若
干
、
修
正
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
の
な
か
で
、
　
「
チ
ャ
ガ
タ
イ
ー
ハ
ン
国
」
史
の
研
究
は
、
今
に
い
た
る
ま
で
、
も
っ
と
も
手
薄
な
分
野
で
あ
り
、
カ
イ
ド
ウ

顕
揚
以
後
の
中
央
ア
ジ
ア
情
勢
も
実
は
不
明
な
点
が
多
い
。
チ
ュ
ベ
イ
家
当
主
が
チ
ャ
ガ
タ
イ
正
統
を
称
す
る
所
以
も
、
そ
れ
ら
と
の
関
連
に

お
い
て
追
求
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
今
は
た
だ
必
ず
近
い
将
来
こ
の
聞
題
に
私
な
り
の
解
答
を
提
示
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
そ
の
歴
史
的

背
景
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
軽
々
に
論
断
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

　
な
お
、
　
「
一
億
文
殊
寺
碑
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
碑
文
は
、
公
刊
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
私
が
知
る
か
ぎ

り
、
呉
羅
の
張
維
『
朧
右
金
石
録
』
に
載
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
書
に
は
、
民
国
二
十
七
年
（
一
九
三
八
）
五
月
の
日
付
の
入
っ
た
編
者
張
継
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る

自
序
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
融
き
志
の
輯
録
せ
る
遺
文
を
捜
無
し
」
、
「
舟
車
の
至
る
所
、
夏
蚕
・
一
隅
有
り
と
聞
け
ば
、
至
っ
て
耳
遠
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わ
た
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ず
　
　
し
ら

な
り
と
錐
も
、
ま
た
い
ま
だ
か
つ
て
山
を
陽
り
、
水
を
掛
り
、
塵
積
を
披
い
、
苔
薄
を
…
捌
り
て
、
以
っ
て
そ
の
文
字
を
尋
ね
検
べ
ざ
る
な
し
」

と
い
っ
た
具
合
で
蒐
輯
・
編
纂
し
た
も
の
と
い
う
。
当
該
箇
処
に
付
し
た
張
維
の
解
説
文
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
彼
は
こ
の
碑
を
自
序
に
い
う
如

く
、
実
見
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
拓
本
を
所
持
し
て
い
た
ら
し
い
。
た
だ
、
張
維
が
如
何
な
る
人
物
か
、
い
ま
の
と
こ
ろ
私
は

つ
き
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
碑
文
が
採
録
さ
れ
た
由
来
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
お
、
彼
の
言
に
よ
れ
ば
、
　
「
文
殊
寺

碑
」
は
、
片
面
に
漢
文
、
も
う
一
面
に
は
蒙
古
文
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
、
蒙
古
文
の
方
は
「
模
糊
と
し
て
細
弁
す
べ
か
ら
ず
」

だ
と
し
て
、
張
維
は
漢
文
し
か
載
せ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
ペ
リ
オ
氏
は
こ
の
碑
文
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
ら
し
い
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、
民
の
モ
ン
ゴ
ル
支
配
時
代
に
関
す
る
該
博
な
知
識
が
総
結
集
し
た
と
も
い
え
る
さ
§
§
』
§
矯
、
8
空
こ
の
な
か
で
、

氏
は
チ
ュ
ベ
イ
と
そ
の
兄
カ
バ
ン
に
注
記
し
、
　
「
O
口
び
巴
と
い
う
名
称
の
形
は
、
　
＝
二
二
六
年
の
未
公
刊
の
シ
ナ
・
ウ
イ
グ
ル
碑
文
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
系
譜
が
伝
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
こ
う
い
う
一
連
の
人
名
を
あ
げ
る
。

　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
く

　
　
O
妾
暮
巴
l
b
ご
巴
◎
錠
一
≧
泰
質
I
O
讐
繰
（
g
冒
ぴ
巴
）
1
累
。
日
ゐ
乱
圃
i
累
。
ヨ
ム
線

つ
ま
り
、
ペ
リ
オ
氏
は
、
す
で
に
こ
の
碑
文
を
知
っ
て
お
り
、
碑
文
中
の
人
物
名
の
転
写
案
さ
え
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
氏
は
前
掲

書
以
外
の
既
刊
の
著
作
の
幾
つ
か
で
も
、
こ
れ
に
触
れ
て
は
い
る
が
、
い
ず
れ
も
右
の
記
事
程
度
の
簡
単
な
言
及
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
碑
文
の

具
体
的
な
内
容
や
、
そ
れ
が
意
記
す
る
歴
史
背
景
な
ど
に
は
こ
と
さ
ら
論
及
し
な
い
風
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
氏
に
は
薦
大
な
量
の
未
発
表
の

遺
作
が
あ
り
、
先
年
、
弟
子
ア
ン
ビ
ス
氏
の
死
去
に
と
も
な
い
、
氏
の
遣
稿
が
ミ
ュ
工
臨
ギ
メ
に
移
管
さ
れ
て
い
た
の
を
、
パ
リ
に
留
学
中
の

森
安
孝
夫
氏
が
閲
覧
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
こ
の
碑
文
の
手
写
ノ
ー
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
の
を
発
見
さ
れ
た
。
実
は
、
本
稿
作
成
中
、
そ
の
由
を

伝
え
聞
き
、
幸
い
に
氏
と
情
報
交
換
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
文
と
ウ
イ
グ
ル
文
（
ウ
イ
グ
ル
文
は
ロ
ー
マ
ナ
イ
ゼ
イ

シ
ョ
ソ
し
た
も
の
。
な
お
、
張
維
が
「
蒙
古
文
」
と
い
う
の
は
実
は
ウ
イ
グ
ル
文
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
）
両
文
の
手
写
で
、
内
容
的
に
両
者
は
か
な

り
一
い
ち
が
う
と
い
ゆ
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
・
ぺ
芽
氏
は
み
ず
か
ら
酒
泉
に
赴
い
て
・
こ
の
碑
を
実
見
．
手
写
し
て
い
る
の
で
あ
り
・

あ
る
い
は
、
い
つ
の
日
か
、
そ
の
訳
註
を
公
刊
す
る
意
図
を
臓
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
碑
の
も
つ
重
要
性
に
つ
い
て
言
挙
げ
す

14　（14）



幽王チュベイとその系譜（杉山）

る
に
つ
け
て
も
、
ペ
リ
オ
氏
の
慧
眼
・
先
見
に
あ
ら
た
め
て
驚
く
次
第
で
あ
る
。

　
い
さ
さ
か
脇
道
に
そ
れ
す
ぎ
た
。
本
論
に
戻
ろ
う
。
　
「
重
修
文
殊
寺
碑
」
に
よ
っ
て
、
差
支
あ
た
り
本
稿
に
有
益
な
こ
と
と
し
て
は
、
一
三

二
六
年
の
時
点
で
、
嫡
統
家
第
二
代
当
主
の
ノ
ム
ー
ク
リ
は
す
で
に
死
去
し
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
そ
の
長
子
と
記
さ
れ
る
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
が
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
後
目
を
つ
い
で
第
三
代
当
主
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
定
で
き
る
点
で
あ
る
。
な
お
、
　
「
文
殊
寺
碑
」
に
「
自
答
失
太
子
」
と
表
現
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
彼
の
当
主
位
二
言
に
つ
い
て
疑
念
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
、
ウ
ル
ス
の
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

主
位
に
あ
る
人
物
が
、
漢
文
表
記
に
お
い
て
「
太
子
」
と
い
う
称
号
を
つ
け
て
登
場
す
る
こ
と
は
、
他
に
い
く
つ
も
実
例
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
「
太
子
」
と
い
う
言
葉
本
来
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
彼
ら
の
特
殊
な
地
位
を
反
映
す
る
一
種
の
“
称
号
”
と

し
て
、
い
っ
た
ん
モ
ン
ゴ
ル
語
化
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
あ
ら
た
め
て
「
太
子
」
と
漢
訳
さ
れ
た
の
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
の
揚
合
も
お
そ
ら
く
同
断
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
が
第
三
代
当
主
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と
し
て
、
で
は
彼
は
本
当
に
元
朝
史
料
に
登
場
し
な
い
の
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

か
。
実
は
、
幽
幽
号
を
冠
し
な
い
だ
け
の
こ
と
で
、
明
ら
か
に
彼
と
思
わ
れ
る
記
録
が
『
元
仁
』
に
三
例
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
と
く

に
次
の
一
文
は
短
文
な
が
ら
、
実
に
多
く
の
事
実
を
物
語
っ
て
く
れ
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

　
　
㈲
　
（
至
治
元
年
＝
一
三
一
）
夏
四
月
丙
午
、
鷺
苔
失
の
王
府
に
二
五
を
給
す
。
秩
は
正
三
品
。
寛
徹
・
忽
甘
雨
集
の
王
土
は
銅
壷
、
秩
は
従
三
田
。

文
中
に
い
う
鼠
鳴
失
は
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
で
あ
る
ほ
か
、
寛
徹
は
ま
さ
し
く
懸
案
の
龍
王
ク
ソ
チ
ェ
ク
、
忽
塔
丁
寧
は
先
述
の
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
で

あ
る
。
こ
の
三
人
の
間
柄
を
窺
う
記
事
と
し
て
は
、
ま
ず
、
こ
れ
以
上
の
記
録
は
望
め
ま
い
。
㈲
の
内
容
を
図
に
な
お
し
て
み
る
と
、
こ
う
な

る
。

ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
の
王
府
　
　
銀
印
　
正
三
品

　
　
ク
ン
チ
ェ
ク
の
王
府
　
　
銅
印
従
三
口
即

　
　
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
の
王
府
　
銅
印
　
従
三
口
剛
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つ
ま
り
、
ク
ソ
チ
ェ
ク
と
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
を
戴
く
王
府
が
同
格
で
、
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
の
そ
れ
は
両
王
府
よ
り
一
段
階
、
上
位
に
格
付
け
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
㈲
の
書
き
振
り
か
ら
見
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
王
府
、
も
し
く
は
三
つ
の
遊
牧
集
団
ー
モ
ン
ゴ
ル
王
族
を
戴

く
遊
牧
集
団
を
一
種
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
国
家
と
考
え
れ
ば
、
王
の
属
僚
が
構
成
す
る
王
府
は
そ
の
政
府
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
三
つ
の
王
府
と
は
、

結
局
三
つ
の
遊
牧
集
団
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
一
が
、
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
集
団
を
主
軸
に
し
て
全
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
大
き
な
政
治
集

団
を
形
成
し
て
い
た
様
子
も
窺
え
る
。

　
た
だ
㈲
に
お
い
て
、
三
人
の
王
は
、
い
ず
れ
も
王
号
を
帯
び
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
当
然
な
の
で
あ
る
。
　
『
元
史
』
に
よ
る
か
ぎ
り
、

ノ
ム
ー
タ
シ
ェ
が
幽
王
号
を
帯
び
て
あ
ら
わ
れ
る
記
事
は
な
い
（
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
の
存
在
が
見
落
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
）
。
ま
た
、
ク
ン
チ
ェ
ク
、

ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
も
、
㈲
の
記
事
よ
り
八
年
後
の
天
暦
二
年
（
一
三
二
九
）
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
粛
王
・
西
寧
王
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
㈲
の
一

三
二
一
年
当
時
、
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
以
下
の
三
王
は
、
特
定
の
「
国
邑
」
の
名
が
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
と
見
て
ま
ず
ま
ち
が
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
の
庶
政
機
関
た
る
王
府
に
は
「
捨
印
、
正
三
品
」
の
資
格
（
衙
門
、
す
な
わ
ち
役
所
の
ラ
ン
ク
で
あ
る
と

と
も
に
、
そ
の
属
僚
の
最
高
官
の
位
階
を
示
す
。
こ
の
場
合
、
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
の
王
府
と
い
う
衙
門
が
、
銀
印
・
正
三
品
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
属
僚
の
う

ち
最
高
官
た
る
出
漁
筆
頭
が
、
同
時
に
正
三
品
の
処
遇
を
う
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
）
が
与
え
ら
れ
、
の
こ
る
二
人
の
王
府
に
は
「
銅
印
、
従
三
品
」
の

資
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
わ
け
か
。

　
甲
府
の
調
度
上
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
　
『
元
三
』
百
官
志
は
暖
昧
な
記
述
し
か
残
し
て
お
ら
ず
、
ひ
と
つ
の
圏
安
と
し
て
『
元
典
章
』
巻
七
、

吏
部
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
元
朝
官
僚
ラ
ン
ク
一
覧
表
と
も
い
う
べ
き
「
内
外
文
武
器
品
」
か
ら
関
係
記
事
を
抜
き
出
し
て
見
る
と
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
　
王
傅
（
正
三
品
）
　
王
府
尉
（
正
四
品
）
　
王
府
司
馬
（
正
五
品
）

つ
ま
り
、
㈲
で
「
正
三
品
」
と
い
う
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
の
王
府
の
場
合
は
、
そ
の
筆
頭
官
た
る
王
傅
が
正
三
品
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
右

の
規
定
に
ち
ょ
う
ど
、
妥
当
す
る
。
し
か
し
、
　
「
従
三
品
」
と
い
う
ク
ン
チ
ェ
ク
、
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
の
王
府
の
場
合
は
、
こ
の
規
定
に
は
そ
ぐ
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わ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
『
元
典
章
』
の
記
載
は
、
各
種
の
ラ
ン
ク
が
あ
る
王
家
の
な
か
で
も
、
第
一
ラ
ン
ク
の
一
字
王
号
－
例
え
ば
、
「
幽

王
」
な
ど
l
l
の
ケ
…
ス
だ
け
を
取
り
あ
げ
て
、
そ
の
属
僚
の
位
階
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
は
、
王
号
の
ラ
ン
ク
に
は
五
段
階

あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
庶
政
機
関
た
る
王
府
も
、
王
自
身
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
従
っ
て
、
　
「
正
三
品
」
か
ら
順
次
繰
り
下
げ
ら
れ
て

い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
う
だ
と
す
る
と
、
右
の
推
測
を
逆
に
辿
っ
て
い
け
ば
、
先
掲
㈲
の
記
事
は
、
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
は
無
王
号
で
は
あ
る
も
の
の
、
事
実
上
、
最

高
ラ
ン
ク
の
一
字
呼
号
の
処
遇
を
う
け
て
お
り
、
ク
ン
チ
ェ
ク
、
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
の
二
人
は
、
そ
れ
以
下
の
、
お
そ
ら
く
第
ニ
ラ
ン
ク
、
な
い

し
は
第
三
ラ
ン
ク
の
王
家
待
遇
を
う
け
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
考
え
て
ま
ず
差
支
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
こ
れ
を
書
い
換
え
れ
ば
、
チ
ュ

ベ
イ
一
門
の
場
合
、
実
際
に
「
国
払
」
名
の
つ
い
た
王
業
を
授
与
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
直
接
か
か
わ
り
な
く
、
王
家
の
「
家
格
」
は
お
の

ず
か
ら
定
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
見
合
う
形
で
、
王
自
身
に
も
、
ま
た
そ
の
庶
政
機
関
、
属
僚
に
も
、
し
か
る
べ
き
処
遇
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
な
ろ
う
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
㈲
の
一
文
は
、
英
宗
シ
デ
ィ
パ
ー
ラ
の
治
世
の
は
じ
め
に
あ
た
る
＝
一
三
一
年
当
時
に
つ
い
て
、
以
下

の
四
点
を
語
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
ω
　
チ
ュ
ベ
イ
一
門
に
は
三
つ
の
王
統
が
あ
っ
た
こ
と
。

　
　
②
幽
王
以
下
の
王
号
は
そ
れ
に
沿
っ
て
授
与
さ
れ
、
た
と
え
実
際
に
そ
の
王
が
ま
だ
受
策
し
て
い
な
く
と
も
、
王
家
の
「
家
格
」
に
は

　
　
　
変
わ
り
な
か
っ
た
こ
と
。

　
　
③
　
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
第
二
代
当
主
ノ
ム
ー
ク
リ
の
長
子
と
記
さ
れ
「
重
修
文
殊
寺
碑
」
に
て
、
＝
一
三
六
年
当
時
、
チ
ュ
ベ
イ
家
当
主

　
　
　
と
記
さ
れ
る
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
は
、
す
で
に
こ
の
時
、
父
祖
以
来
の
「
幽
王
」
た
る
「
家
格
」
を
引
き
つ
い
で
い
た
。
つ
ま
り
、
ノ
ム
ー

　
　
　
ク
リ
は
す
で
に
死
去
し
、
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
が
第
三
代
当
主
に
襲
任
し
て
い
た
の
が
わ
か
る
こ
と
。

　
　
ω
　
さ
ら
に
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
が
他
の
二
王
家
の
上
位
に
格
付
け
さ
れ
、
お
そ
ら
く
一
門
の
総
帥
と
し
て
そ
れ
ら
遊
牧
集
団
全
体
を
統
轄
し

　
　
　
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
。
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な
お
、
ω
の
「
総
帥
」
云
々
と
は
、
す
で
に
先
代
の
ノ
ム
ー
ク
リ
の
時
、
同
族
の
ク
ソ
チ
ェ
ク
管
轄
下
と
お
ぼ
し
き
事
件
に
さ
い
し
て
、
当
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
ノ
ム
ー
ク
リ
が
一
門
の
利
益
を
代
表
し
て
元
朝
中
央
政
府
と
折
衝
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
遊
牧
ウ
ル
ス
、

遊
牧
集
団
と
い
う
も
の
は
、
無
限
に
細
分
化
し
て
い
く
一
門
の
所
領
・
集
団
の
総
体
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
有
効
な
連
合
組
織
た
ら
し
め
る

の
は
、
ひ
と
え
に
当
主
た
る
人
物
の
責
務
で
あ
り
、
ま
た
彼
の
力
量
次
第
で
あ
っ
た
。
一
二
九
〇
年
代
以
降
、
主
に
河
西
西
半
に
関
す
る
記
事

に
お
い
て
、
チ
ュ
ベ
イ
と
そ
の
後
継
者
ノ
ム
ー
ク
リ
の
名
前
が
こ
と
さ
ら
な
ま
で
に
史
料
の
前
面
に
轟
て
く
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
両
人
に
同

地
方
の
軍
事
総
撹
者
た
る
地
位
が
元
朝
よ
り
委
任
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
大
き
い
け
れ
ど
も
、
や
は
り
そ
こ
に
彼
ら
両
人
が
チ
ュ
ベ
イ
家

一
門
、
ひ
い
て
は
河
西
チ
ャ
ガ
タ
イ
系
諸
集
団
全
体
の
、
ま
さ
し
く
「
当
主
偏
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
事
情
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
ま
い
。
㈲

の
短
文
に
見
事
な
ま
で
に
集
約
し
て
あ
ら
わ
れ
る
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
の
立
揚
は
、
こ
う
し
た
、
祖
父
チ
ュ
ベ
イ
、
父
ノ
ム
ー
ク
リ
の
二
代
に
わ
た

っ
て
築
か
れ
た
地
位
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
。
　
『
元
史
』
諸
王
表
に
よ
れ
ば
、
彼
は
天
暦
二
年
（
＝
一
三
九
）
、
西
翠
王
に
封
じ
ら
れ
、
戸
外
㈲
で
は
さ
ら
に
、
同

年
十
二
月
に
は
幽
王
号
を
帯
び
て
あ
ら
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
『
ム
イ
ッ
ズ
』
で
は
、
彼
は
第
三
代
当
主
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
の
叔
父
に
あ
た
る
位
置

に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
は
、
『
元
史
』
に
お
い
て
、
一
三
二
八
年
を
最
後
に
姿
を
見
せ
な
く
な
る
。
も
し
、
『
元
史
』
『
ム
イ

ッ
ズ
』
い
ず
れ
の
記
事
に
も
誤
り
が
な
く
、
右
に
述
べ
た
事
柄
を
そ
の
ま
ま
つ
な
い
で
よ
い
も
の
な
ら
ば
、
一
三
二
八
年
か
ら
二
九
年
間
交
、

第
三
代
当
主
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
は
み
ま
か
り
、
そ
の
叔
父
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
は
、
二
九
年
、
第
ニ
ラ
ン
ク
の
西
寧
王
に
封
じ
ら
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
も

同
年
の
う
ち
に
は
甥
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
の
あ
と
を
つ
い
で
、
チ
ュ
ベ
イ
家
第
四
代
当
主
に
お
さ
ま
り
、
幽
王
を
も
受
封
し
た
こ
と
に
な
る
。
文
献

へ
　
　
へ

上
は
、
た
し
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
叔
父
が
甥
の
後
壁
を
相
続
す
る
こ
と
も
別
段
、
変
っ
た
こ
と
で
も
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
済

ま
す
に
は
少
し
ば
か
り
騰
に
お
ち
な
い
点
が
多
い
。

　
『
元
史
』
諸
王
表
に
よ
れ
ば
、
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
が
幽
王
に
進
封
さ
れ
た
の
ち
、
空
席
と
な
っ
た
三
毛
王
は
、
翌
一
三
三
学
年
、
速
南
蛮
な
る

人
物
が
つ
ぐ
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
速
来
蛮
、
す
な
わ
ち
ス
レ
イ
マ
ソ
O
Q
銭
八
白
四
潟
と
は
、
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
よ
れ
ば
、
ノ
ム
ー
ク
リ
の
弟
、
ク
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タ
ト
、
ミ
シ
ェ
か
ら
は
兄
に
あ
た
る
b
づ
ξ
魁
扇
萄
魯
の
息
子
に
ω
巳
巴
露
9
な
る
人
物
が
お
り
（
系
図
1
）
、
こ
れ
に
あ
た
る
に
ち
が
い
な
い
。

つ
ま
り
、
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
は
嫡
統
家
の
甥
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
の
あ
と
を
継
ぐ
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
み
ず
か
ら
が
保
有
し
て
い
た
王
号
は
、
別
系

統
の
甥
ス
レ
イ
マ
ソ
に
譲
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
や
は
り
『
元
畜
』
諸
王
表
に
よ
れ
ば
、
こ
の
翌
年
の
工
三
二
一
年
に
は
、
　
「
鯉
濃
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

木
花
」
な
る
人
物
が
「
邪
．
王
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
不
顔
帖
木
花
」
が
不
顔
帖
木
児
の
誤
り
で
、
「
邪
王
」
は
幽
王
の
同
音
異
字
に
す
ぎ
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
は
、
す
で
に
松
村
氏
が
い
わ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
不
惑
叉
木
児
、
す
な
わ
ち
ブ
ヤ
ソ
ー
テ
ム
ル
切
立
ρ
愛
日
①
露
母
と
は
、
『
ム
イ
ッ
ズ
』

を
見
る
と
、
ノ
ム
ー
タ
シ
ェ
の
弟
の
位
置
に
お
姥
四
季
爵
諺
鍵
な
る
名
が
見
え
、
ま
さ
し
く
こ
れ
に
あ
た
る
に
相
違
な
い
。
そ
う
す
る
と
、

嫡
統
家
た
る
ノ
ム
ー
ク
リ
系
は
、
二
三
一
九
年
か
ら
三
〇
年
の
わ
ず
か
二
年
あ
ま
り
、
い
わ
ば
傍
系
の
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
に
一
時
、
当
主
の
位
を

譲
り
わ
た
し
て
い
た
が
、
す
ぐ
さ
ま
ブ
ヤ
ン
ー
テ
ム
ル
が
兄
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
の
地
位
を
取
り
戻
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
そ
れ
だ
け
な
ら
、
ま
だ
ふ
つ
う
に
あ
る
こ
と
だ
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
ど
う
も
釈
然
と
し
な
い
の
は
、
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
が
当
主
位

相
続
の
さ
い
、
ス
レ
イ
マ
ソ
に
譲
り
わ
た
し
た
西
嶺
王
の
ほ
う
は
、
ス
レ
イ
マ
ソ
の
子
孫
が
以
後
代
々
継
承
し
て
元
末
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
（
次
章
参
照
）
、
当
の
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
の
家
系
は
以
後
、
一
切
の
王
号
と
は
無
縁
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
ク

タ
ト
ミ
シ
ュ
の
血
筋
が
絶
え
た
の
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
は
、
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
の
子
と
し
て
六
人
の
名
が

挙
が
り
、
そ
の
子
孫
も
ち
ゃ
ん
と
記
さ
れ
て
い
る
（
図
版
参
照
）
。
以
上
を
と
り
ま
と
め
て
い
え
ば
、
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
家
は
、
一
三
二
一
年
の
時

点
で
は
、
お
そ
ら
く
チ
ュ
ベ
イ
一
門
三
王
統
の
う
ち
の
三
番
手
、
つ
ま
り
最
後
尾
に
あ
っ
た
も
の
が
、
一
三
二
八
年
前
後
、
連
続
受
封
に
よ
っ

て
一
気
に
当
主
家
に
の
し
あ
が
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
も
束
の
間
、
三
年
後
に
は
当
主
の
座
か
ら
あ
た
ふ
た
と
退
場
し
、
そ
の
ま
ま
歴
史
の

表
面
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
懇
像
を
凝
ら
せ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
い
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
私
は
、
次
の
一
点
だ
け
は
見
逃
せ
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
、
こ
の

チ
ュ
ベ
イ
家
一
門
の
変
動
が
、
一
三
二
八
年
、
帝
国
を
ゆ
る
が
し
た
「
天
暦
の
内
乱
」
と
直
接
・
間
接
に
絡
ら
み
あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
推
測
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
年
七
月
、
泰
定
帝
イ
ェ
ス
ン
ー
テ
ム
ル
は
上
都
に
崩
じ
、
翌
八
月
そ
れ
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
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大
都
に
拠
る
勢
力
が
旧
泰
定
帝
派
打
倒
を
叫
ん
で
反
乱
を
お
こ
し
た
。
こ
の
内
乱
は
、
帝
国
の
両
姦
盗
を
主
舞
台
に
約
三
ケ
月
つ
づ
き
、
大
都

派
の
勝
利
で
幕
を
閉
じ
た
。
こ
の
結
果
、
泰
定
帝
の
中
央
政
権
置
旧
以
後
、
一
時
的
に
巻
き
か
え
し
て
い
た
北
方
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
は
、
こ
れ
を

機
に
帝
国
中
枢
部
か
ら
完
全
に
一
掃
さ
れ
、
翌
＝
一
三
九
年
か
ら
は
並
等
ト
ク
ー
テ
ム
ル
の
新
政
が
開
始
さ
れ
る
。
チ
ュ
ベ
イ
家
の
変
動
は
、

ま
さ
に
こ
の
泰
定
帝
時
代
か
ら
文
言
時
代
へ
と
い
う
帝
国
そ
の
も
の
の
大
変
動
と
全
く
時
期
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ひ
と
つ
の
手
掛
り
と
し
て
、
チ
ュ
ベ
イ
一
門
の
主
要
人
物
ご
と
に
、
こ
の
前
後
の
変
動
を
一
覧
表
に
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

ノ
ム
ー
タ
シ
ュ

ブ
ヤ
ソ
ー
テ
ム
ル

ク
タ
ト
ミ
シ
ュ

ク
ソ
チ
ェ
ク

ス
レ
イ
マ
ン

こ
の
図
を
見
る
か
ぎ
り
、

遇
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

述
の
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
、

る
。里

臣
蜀
葺
器
三
）

〔
泰
定
時
代
〕

劉
÷
笙
・
ソ
・
鐘

第
ニ
ラ
ン
ク
以
下
の
玉

書
粥
ニ
ラ
ソ
ク
以
下
の
王

王
位
な
し

〈天暦の内乱〉

コ

天
w
〔一

O
二
九
〕

死
去
p

西
篁
↓
画
1

〔一

O
三
〇
〕
　
〔
一
三
三
一
〕

一
十
至

死
去
P
　
　
王
位
な
し

亜
型
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王
位
な
し

　
　
『
元
史
』
諸
王
表
を
見
る
と
、

　
　
　
　
　
　
と
ク
ン
チ
ェ
ク
、

で
三
層
を
擁
立
し
た
大
都
派
の
中
心
人
物
な
の
で
あ
る
。

ソ
チ
ェ
ク
と
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
の
受
封
も
同
様
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い

西
寧
王

　
三
代
に
わ
た
っ
て
チ
ュ
ベ
イ
一
門
の
当
主
位
を
占
め
て
き
た
ノ
ム
ー
ク
リ
系
は
、
文
宗
新
体
制
の
も
と
で
、
一
時
冷

逆
に
そ
れ
ま
で
傍
流
に
す
ぎ
な
か
っ
た
面
々
が
一
斉
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
る
。
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
い
る
の
は
、
先

ス
レ
イ
マ
ソ
だ
け
で
な
く
、
　
一
気
に
最
高
ラ
ン
ク
の
一
字
王
号
「
三
王
」
受
血
を
果
た
し
た
ク
ソ
チ
ェ
ク
も
そ
う
で
あ

　
　
　
　
　
こ
の
前
後
、
あ
ら
た
に
一
字
王
号
を
受
書
し
た
の
は
、
豫
王
に
封
じ
ら
れ
た
ア
ラ
ト
ナ
シ
リ
（
阿
刺
志
納
失

　
　
　
　
　
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
の
三
人
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ア
ラ
ト
ナ
シ
リ
こ
そ
、
　
エ
ル
ー
テ
ム
ル
と
組
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
の
聖
王
無
封
は
論
功
行
賞
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
そ
れ
か
ら
類
推
す
る
と
、
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
し
か
も
こ
の
推
測
を
側
面
か
ら
援
護
す
る
材
料
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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ア
ラ
ト
ナ
シ
リ
は
、
『
元
史
』
『
ワ
ッ
サ
ー
フ
史
』
の
双
方
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
ブ
リ
系
ア
フ
マ
ド
の
血
統
に
属
す
る
人
物
だ
っ
た
こ

　
　
　
　
⑨

と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
文
宗
新
政
に
よ
っ
て
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
ア
ラ
ト
ナ
シ
リ
以
下
の
三
入
は
、
い
ず
れ
も
チ
ャ
ガ
タ
イ
系
の

人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
ア
ラ
ト
ナ
シ
リ
の
住
地
は
、
少
な
く
と
も
「
天
暦
の
内
乱
」
以
前
に
お
い
て
は
、
ど
う
や
ら
や
は
り
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

西
で
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
こ
れ
ら
一
連
の
事
実
を
合
成
す
る
と
、
帝
国
動
乱
と
陰
陽
複
雑
に
絡
み
合
い
な
が
ら
、
河
西
チ
ャ
ガ
タ
イ
勢
力
全

体
が
大
き
く
浮
き
沈
み
し
た
有
様
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
浮
ん
で
く
る
想
い
が
す
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
以
上
は
あ
く
ま
で
推
測
に
す
ぎ
な
い
。
厳
密
に
い
え
ば
、
あ
り
う
べ
き
可
能
性
を
つ
な
ぐ
と
、
こ
う
も
考

え
ら
れ
る
と
い
っ
た
程
度
の
こ
と
で
あ
る
。
差
支
あ
た
り
確
実
な
こ
と
と
し
て
は
、
　
「
天
暦
の
内
乱
」
前
後
、
元
朝
史
料
で
活
躍
す
る
主
要
人

物
は
、
こ
と
ご
と
く
『
ム
イ
ッ
ズ
』
で
も
登
場
し
、
そ
こ
で
記
さ
れ
る
血
縁
関
係
を
信
頼
す
る
な
ら
ば
、
二
一
三
八
年
を
境
に
、
し
ば
ら
く
か

つ
て
の
傍
流
派
の
拾
頭
が
見
ら
れ
た
が
、
一
三
三
一
年
に
は
ノ
ム
ー
ク
リ
系
が
当
主
に
復
活
し
、
以
後
、
チ
ュ
ベ
イ
一
門
三
王
家
の
枠
組
み
が

固
定
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
検
討
・
推
理
を
重
ね
る
こ
と
は
、
史
料
の
限
度
を
越
え
る
。

　
さ
て
、
ク
タ
ト
、
ミ
シ
ュ
を
第
四
代
当
主
に
数
え
れ
ば
、
ブ
ヤ
ン
ー
テ
ム
ル
が
第
五
代
に
な
る
。
彼
は
、
邪
王
不
顔
下
木
児
、
あ
る
い
は
幽
王

不
顔
帖
木
児
と
し
て
『
元
史
』
に
散
見
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
以
降
の
人
物
に
つ
い
て
、
元
明
史
料
と
『
ム
イ
ッ
ズ
』
で
は
、
か
な
り
大
き
く
食
い
違
う
。
ま
ず
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
で
ブ

ヤ
ソ
ー
テ
ム
ル
の
長
子
の
位
置
に
記
さ
れ
る
㎝
b
づ
窪
倒
聴
ゴ
き
母
、
す
な
わ
ち
プ
ラ
ド
ー
テ
ム
ル
角
層
ρ
窮
8
①
目
貯
は
、
元
朝
史
料
に
登
場
し
な

い
。
い
っ
ぽ
う
『
元
史
』
至
正
十
二
年
（
一
三
五
三
）
七
月
庚
寅
の
条
に
は
「
邪
思
鬼
壁
」
な
る
名
前
が
見
え
る
が
、
鬼
畜
（
こ
の
人
名
は
ど
う
読
む

べ
き
か
わ
か
ら
な
い
）
に
相
当
す
る
よ
う
な
人
名
は
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
は
見
当
ら
な
い
。
そ
こ
で
目
を
明
代
に
移
す
と
、
こ
の
あ
た
り
和
田
清

　
　
　
　
　
　
　
⑪

疵
の
研
究
に
詳
し
く
、
そ
の
う
ち
『
明
実
録
』
に
い
う
次
の
三
例
が
注
意
さ
れ
る
。

　
　
ω
　
故
元
幽
王
亦
憐
真
（
洪
武
十
三
年
五
月
壬
寅
）

　
　
②
　
故
元
省
寄
失
里
・
阿
者
失
里
王
（
同
右
七
月
甲
寅
）
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㈲
　
幽
王
列
（
別
の
誤
り
）
児
怯
帖
木
児
（
洪
武
二
十
四
年
八
月
乙
亥
）

さ
て
、
こ
の
う
ち
②
の
誉
者
画
壇
王
、
③
の
幽
対
馬
児
怯
帖
木
児
は
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
出
プ
ラ
ド
ー
テ
ム
ル
の
子
・
弟
と
し

て
記
さ
れ
て
い
る
ア
ジ
ャ
シ
リ
“
》
識
ω
訂
は
。
〈
諺
ず
鰹
ユ
、
ビ
ル
ゲ
ー
テ
ム
ル
じ
d
中
肉
甲
ゴ
臼
塞
く
切
牌
σ
q
？
日
①
B
鋒
に
相
違
な
い
。
し
か
し
、
の

こ
る
ω
の
亦
憐
真
、
②
の
法
博
失
物
は
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
見
え
な
い
。
以
上
の
元
明
史
料
と
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
出
入
関
係
を
表
に
な
お
す
と
、

こ
う
な
る
。
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『
ム
イ
ッ
ズ
』

元
明
史
料

鬼一

　　五

　　那

縫王

プ

ラ

ド
1

テ

ム
ノレ

一
三
八
○
幽
王
　
　
　
一
三
八
○

亦
　
憐
　
真
　
　
省
爵
失

里

阿；

者天
失○

里

ア

ジ
ヤ

シ
リ

マ
ル
ゲ
喜
ム
ル

　
一
三
九
一
前
王

　
別
児
怯
帖
木
口

『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
一
人
に
対
し
、
元
明
史
料
で
は
三
人
の
人
物
が
対
応
記
事
を
も
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か
。

　
ひ
と
つ
の
代
案
と
し
て
は
、
冤
縫
、
芝
之
真
を
、
前
出
ブ
ヤ
ソ
ー
テ
ム
ル
と
そ
の
子
プ
ラ
ド
ー
テ
ム
ル
の
別
名
と
見
栄
す
こ
と
で
あ
る
。
省

幕
失
費
は
さ
て
お
き
、
幽
王
難
を
も
つ
こ
の
二
人
が
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
二
人
と
同
一
人
物
だ
と
す
れ
ば
、
元
明
史
料
と
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
齪
蹄

は
、
ひ
と
ま
ず
解
消
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
話
が
う
ま
す
ぎ
る
し
、
証
拠
も
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
不
一
致
こ
そ
、

重
要
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
性
質
で
あ
る
。
チ
ュ
ベ
イ
嫡
統
家
だ
け
に
か
ぎ
っ
て
も
、
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
記
載
は
決

し
て
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
先
掲
②
の
省
幕
失
里
と
阿
者
失
里
は
、
　
『
明
実
録
』
の
文
脈
か
ら
見
て
ど
う
や
ら
兄
弟
ら
し
い
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
で
は
ア
ジ
ャ
シ
リ
し
か
登
場
せ
ず
、
シ
ソ
ゲ
シ
リ
ω
ヨ
σ
q
①
鰹
誌
～
の
名
は
見
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

い
っ
ぽ
う
で
、
ア
ジ
ャ
シ
リ
の
三
子
の
名
は
し
っ
か
り
載
せ
て
い
る
。
こ
の
三
人
は
、
元
明
史
料
に
は
そ
の
名
が
見
え
な
い
が
、
父
ア
ジ
ャ
シ

リ
が
＝
申
入
○
年
、
大
叔
父
の
ビ
ル
ゲ
ー
テ
ム
ル
が
＝
二
九
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
十
四
世
紀
末
か
ら
十
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⑫

五
世
紀
初
頭
の
人
、
す
な
わ
ち
『
ム
イ
ヅ
ズ
』
の
編
者
ハ
ー
フ
ェ
ゼ
ー
ア
ブ
ル
i
缶
似
昔
点
〉
び
慈
と
は
さ
ほ
ど
年
月
を
へ
だ
て
ぬ
頃
の
人
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
　
『
ム
イ
ヅ
ズ
』
は
チ
ュ
ベ
イ
嫡
統
家
の
歴
代
を
、
現
に
知
る
と
こ
ろ
の
三
人
か
ら
遡
っ
て
、
　
『
仁
王
』
が
伝

え
る
第
二
代
当
主
ノ
ム
ー
ク
リ
ま
で
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
と
は
い
え
ま
い
か
。

　
元
明
史
料
と
『
ム
イ
ッ
ズ
』
が
託
顔
す
る
の
は
い
ず
れ
も
元
宋
明
初
の
混
乱
期
の
こ
と
で
あ
る
。
　
『
明
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
鯛
王
家
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ギ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
リ
ソ
チ
ソ

三
八
○
年
、
鞍
上
近
辺
の
白
城
子
・
赤
外
姑
の
地
に
明
軍
の
征
討
を
う
け
、
当
主
亦
憐
真
・
シ
ソ
ゲ
シ
リ
・
ア
ジ
ャ
シ
リ
以
下
が
捕
殺
さ
れ
る

と
い
う
大
打
撃
を
被
っ
た
（
先
掲
ω
・
②
）
。
九
一
年
に
は
、
ハ
ミ
城
に
後
退
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
自
軍
に
急
襲
さ
れ
、
醐
王
ビ
ル
ゲ
ー
テ
ム
ル

は
斬
殺
さ
れ
る
（
野
鼠
③
）
。
こ
れ
以
降
、
漢
文
史
料
に
は
幽
王
な
る
人
物
は
登
場
し
な
い
。
つ
ま
り
、
中
国
側
清
心
で
は
ひ
と
ま
ず
幽
王
家
は

ア
ジ
ャ
シ
リ
の
世
代
ま
で
で
滅
亡
し
た
恰
好
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
は
ア
ジ
ャ
シ
リ
の
三
子
が
ち
ゃ
ん
と

記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
彼
ら
が
、
明
軍
に
よ
る
一
連
の
幽
王
家
討
伐
作
戦
以
後
も
無
事
存
命
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
系

譜
上
の
世
代
で
い
え
ば
彼
ら
よ
り
一
世
代
前
、
活
動
時
期
で
い
え
ば
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
の
人
物
と
推
測
さ
れ
る
、
ク
ナ
シ
リ
、
エ
ソ
ケ
ー
テ
ム
ル

兄
弟
が
ハ
ミ
落
城
後
も
生
き
の
び
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
彼
ら
三
人
も
生
存
し
、
ノ
ム
ー
ク
リ
系
は
断
絶
し
て
い
な

か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
、
彼
ら
三
人
も
他
の
ノ
ム
ー
ク
リ
系
諸
王
と
と
も
に
死
に
、
そ
の
た
め
生
き
残
っ
た
イ
リ
ク
チ
系

の
両
兄
弟
が
、
全
チ
ュ
ベ
イ
一
門
を
代
表
し
て
明
朝
の
冊
封
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
の
推
理
も
成
り
立
ち
う
る
。
つ
ま
り
、
幽
王
家
ノ

ム
ー
ク
リ
系
の
断
絶
云
々
に
つ
い
て
は
何
と
も
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
確
実
に
い
え
る
の
は
、
元
明
交
代
の
混
乱
期
、
ノ
ム
ー
ク
リ
系
に

は
明
ら
か
に
他
に
も
血
統
が
あ
っ
た
こ
と
が
元
明
史
料
で
確
認
さ
れ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
は
ビ
ル
ゲ
ー
テ
ム
ル
と

ア
ジ
ャ
シ
リ
父
子
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
ノ
ム
ー
ク
リ
系
に
関
す
る
記
載
全
体
を
も
う
一
度
よ
く
見
て
み
る
と
、
ア
ジ
ャ
シ
リ
一
家
を
起
点
に
考
え
た
場

合
、
ア
ジ
ャ
シ
リ
の
叔
父
に
あ
た
る
ビ
ル
ゲ
ー
テ
ム
ル
一
人
を
の
ぞ
け
ば
、
い
わ
ば
系
図
と
し
て
成
り
立
ち
う
る
必
要
最
低
限
度
の
面
々
だ
け

を
つ
な
ぐ
形
で
出
来
上
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
、
こ
の
系
図
は
ア
ジ
ャ
シ
リ
系
の
系
図
と
見
散
し
て
差
支
つ
か
え
な
い
の
で
は
な
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い
か
。
言
い
換
れ
ば
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
編
纂
の
過
程
に
お
い
て
、
ノ
ム
ー
ク
リ
系
に
関
し
て
編
者
ハ
ー
フ
ェ
ゼ
ー
ア
ブ
ル
ー
が
利
用
し
え
た
情

報
は
ア
ジ
ャ
シ
リ
系
の
情
報
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
記
載
が
信
用
で
き
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
ジ
ャ
シ
リ
以
前
に
お

い
て
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
が
そ
の
名
を
挙
げ
な
が
ら
、
元
明
史
料
に
対
応
記
事
を
見
い
だ
せ
な
い
の
は
、
プ
ラ
ド
ー
テ
ム
ル
た
だ
一
人
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
書
い
て
あ
る
か
ぎ
り
の
こ
と
に
つ
い
て
は
『
ム
イ
ッ
ズ
』
は
ま
ず
嘘
は
つ
い
て
い
な
い
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
記

載
に
あ
る
種
の
偏
向
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
偏
向
が
情
報
蒐
集
の
さ
い
の
何
ら
か
の
事
情
に
よ
る
の
か
、
あ
る
い
は
単
に
先
述
の

如
く
、
現
に
知
り
え
た
三
人
か
ら
遡
っ
て
つ
な
い
だ
だ
け
な
の
か
、
今
は
定
か
に
わ
か
ら
な
い
。

　
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
も
そ
も
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
史
料
で
あ
る
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
、
本
来
元
朝
鞍
下
に
属
す
る
は
ず
の
チ
ェ
ベ
イ
一
門
が
、
こ
う

ま
で
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
ひ
と
つ
の
謎
で
あ
る
。
チ
ェ
ベ
イ
家
以
外
の
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
記
載
を
ざ
っ
と
通
観
し
て
み
て
も
、

元
朝
版
図
下
の
勢
力
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
か
な
り
手
薄
で
あ
る
と
の
印
象
を
ま
ぬ
か
れ
え
な
い
。
全
く
触
れ
ぬ
か
、
さ
も
な
く
ば
き
わ
め
て

簡
略
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
ト
ガ
ソ
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
イ
ラ
ン
の
フ
ラ
グ
ー
ウ
ル
ス
内
に
お
い
て
同
様
の
系
譜
集
が
編
纂
さ
れ
て

お
り
、
ラ
シ
ー
ド
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
の
手
に
な
る
の
ミ
＆
、
乱
特
亀
§
曜
ミ
§
は
、
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
編
纂
に
も
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
ヘ

ラ
ー
ト
の
史
学
は
フ
ラ
グ
ー
ウ
ル
ス
以
来
の
伝
統
の
上
に
あ
り
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
は
、
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
西
半
の
情
報
を
集

大
成
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ュ
ベ
イ
一
門
に
関
す
る
記
載
が
、
群
を
抜
い
て
詳
し
く
、
か
つ
正
し
い
の
は
、

ひ
と
つ
に
は
、
チ
ュ
ベ
イ
家
も
、
ま
た
『
ム
イ
ッ
ズ
』
を
生
み
出
し
た
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
も
、
も
と
を
辿
れ
ば
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
系
列
に
属
す
る
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
へ

治
集
団
で
あ
っ
た
、
と
い
う
側
面
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
創
祖
テ
ィ
ム
ー
ル
の
晩
年
、
東
方
、
明
朝
へ
の
遠
征
を
企
て
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
テ

ィ
ム
…
ル
朝
で
あ
る
。
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
が
編
纂
さ
れ
た
シ
ャ
ー
－
ル
フ
時
代
に
な
っ
て
も
、
明
朝
西
端
へ
の
窓
口
の
位
置
を
占
め
た
チ
ュ
ベ
イ

一
門
の
動
向
が
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
当
周
に
と
っ
て
相
当
な
関
心
の
的
と
な
っ
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
見
逃
す
こ
と

が
で
き
な
い
の
は
、
『
ム
イ
ッ
ズ
』
が
編
纂
さ
れ
る
八
年
前
、
同
じ
シ
ャ
！
－
ル
フ
時
代
の
八
二
二
／
一
四
一
九
年
目
、
ヘ
ラ
ー
ト
か
ら
北
京
の
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永
楽
帝
の
も
と
へ
、
有
名
な
遣
明
使
節
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
正
使
・
副
使
七
人
に
く
わ
え
、
随
行
五
百
十
人
を
数
え
た
こ
の
大

使
節
団
は
、
往
路
に
ハ
ミ
ー
河
西
ル
ー
ト
を
利
用
し
、
復
路
は
い
わ
ゆ
る
西
域
南
道
を
通
っ
て
、
八
二
五
／
一
四
二
二
年
に
ヘ
ラ
ー
ト
に
帰
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

幽王チュベイとその系譜（杉山）

〔系図3〕

¢Cttbei（r一一1307－13）

一〉
　　　　E

＠Qutatmig（1329tv30）

一
＠Nom－quli（iv1320）

　　　　i　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　⑤Buyan－Temttr（1331～）③）　om一七a首（1321～28）

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　「一一一一一一　　　　　　　’…匿幽……i
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⑦零王rinlin（～1380）
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で囲んだ数字は歴代当主と推定されるもの。（）内の数字は，文献上，

当主位にあったことが確実な年次。矢印は長幼を示す。）

し
た
。
そ
の
さ
い
、
副
使
の
一
人
ホ
ー
ジ
ャ
ー
ギ
ヤ
ー
ス
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ

が
書
き
の
こ
し
た
史
上
名
高
き
旅
行
記
に
は
、
ハ
ミ
に
て
蜜
器
σ
q
聞
ゴ
ヨ
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

切
魯
鈍
な
る
青
年
君
主
が
当
地
を
支
配
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
人

物
こ
そ
、
す
で
に
ペ
リ
オ
・
小
田
両
氏
が
言
及
さ
れ
た
如
く
、
　
『
明
実
録
』

に
素
量
野
木
児
と
記
さ
れ
る
明
代
ハ
ミ
王
家
第
四
代
当
主
メ
ソ
リ
ー
テ
ム
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

蜜
①
昌
σ
q
F
目
Φ
退
口
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
『
明
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
彼
は
エ
ソ

ケ
ー
テ
ム
ル
の
子
で
あ
り
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
エ
ン
ケ
ー
テ
ム
ル
の
子
の
位

置
に
記
さ
れ
る
人
名
の
書
か
れ
て
い
な
い
丸
印
は
、
ま
さ
し
く
彼
の
こ
と
に

ち
が
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
彼
の
名
前
が
な
ぜ
空
白
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

若
干
の
疑
念
が
の
こ
る
も
の
の
、
使
節
団
が
道
々
蒐
集
し
た
情
報
が
五
年
後

の
『
ム
イ
ッ
ズ
』
編
纂
に
生
か
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
充
分
に
あ
り
え
る
こ

と
に
ち
が
い
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
が
今
に
伝
え

る
チ
ュ
ベ
イ
一
門
の
系
譜
は
、
元
明
史
料
に
同
定
材
料
を
も
た
な
い
人
物
も

含
め
、
か
な
り
信
頼
に
足
る
清
報
だ
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
チ
ュ
ベ
イ
嫡
統
家
た
る
ノ
ム
ー
ク
リ
系
の

系
図
を
も
う
一
度
掲
げ
る
（
系
図
3
）
。

　
①
酒
泉
文
殊
山
に
関
し
て
、
次
の
二
つ
の
調
査
報
告
が
あ
る
。
隠
岩
「
酒
泉
文
殊

山
州
石
窟
寿
院
遺
迩
」
『
文
物
参
孜
資
料
』
一
九
五
六
年
第
七
期
、
甘
粛
省
文
物
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工
作
隊
「
馬
蹄
山
、
文
殊
山
、
贔
馬
諸
石
窟
調
査
簡
報
」
　
『
文
物
』
一
九
六
五
年

　
第
三
号
。
こ
の
う
ち
、
敦
燵
石
窟
の
調
査
で
名
高
い
史
岩
氏
の
報
審
は
、
有
益
な

　
点
が
多
い
。
な
お
、
両
報
出
口
の
存
在
は
、
桑
山
正
進
氏
の
御
教
示
に
よ
っ
て
知
り

　
え
た
。
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

②
　
森
安
孝
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
ペ
リ
王
氏
の
手
写
で
は
「
示
」
と
だ
け
あ
っ
て
、
右

　
側
の
労
り
が
欠
け
て
い
る
。
　
『
瀧
右
金
石
録
』
の
「
福
」
は
、
お
そ
ら
く
張
維
の

　
判
断
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
当
然
、
1
音
を
表
わ
す
文
字
で
あ

　
つ
た
は
ず
で
あ
り
、
　
「
禄
」
が
適
当
か
と
思
わ
れ
る
。

③
ダ
勺
£
嵩
。
戸
冬
馬
題
§
奏
怨
。
㌧
ミ
。
．
〈
9
H
”
弓
9
誌
ω
冒
お
窃
り
匂
噂
や
さ
。
①
ト
っ
～

　
b
。
①
。
。
い
ド
国
聾
ヨ
σ
一
ω
凹
き
ミ
噛
や
窃
「
や
曾
餌
焦
点
や
り
航
り
。
。
…
簿
ρ

④
森
安
氏
は
、
主
に
ウ
イ
グ
ル
文
か
ら
の
訳
註
解
読
を
昌
ざ
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

　
あ
り
、
詳
細
は
い
ず
れ
発
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
氏
の
論
作
に
期
待
し
た
い
。

⑤
例
え
ば
、
墨
時
み
ず
か
ら
の
名
に
お
い
て
発
し
た
令
旨
に
て
、
ウ
ゲ
デ
イ
第
二

　
子
ク
チ
ン
が
「
闊
端
太
子
」
と
名
乗
り
、
そ
の
子
メ
ル
ギ
デ
イ
も
「
弥
里
呆
帯
太

　
子
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
紳
墾
脇
門
『
元
代
白
話
碑
集
録
』
、
北

　
｛
息
、
新
覇
単
書
店
、
　
　
九
五
五
年
、
十
三
一
山
－
五
τ
貝
、
　
十
六
百
ハ
）
。
　
ク
チ
ン
は
ク
テ

　
ソ
ー
ウ
ル
ス
初
代
当
主
。
メ
ル
ギ
デ
イ
は
お
そ
ら
く
第
二
代
当
主
で
あ
る
。

⑥
㈲
が
『
元
亀
』
巻
二
七
、
英
宗
本
紀
。
あ
と
二
簡
処
は
、
同
巻
二
十
七
、
英
宗

　
本
紀
、
至
治
～
二
年
甥
一
月
垂
辰
朔
、
巻
三
一
、
泰
定
太
・
紀
、
致
和
「
一
兀
年
六
月
の
条
。

⑦
『
永
楽
大
典
置
所
引
、
『
姑
赤
』
に
よ
れ
ば
、
鼻
繋
元
年
（
＝
三
四
）
閏
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ソ
ナ
エ
ク
　
　
　
タ
　
ツ
ユ

　
月
穴
日
の
条
で
、
い
っ
た
ん
覧
徹
が
塔
失
城
の
駅
鈷
の
維
持
に
関
し
て
登
場
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ツ
ユ

　
直
後
、
同
年
七
月
に
は
答
失
城
の
駅
姑
に
関
す
る
も
め
ご
と
が
お
こ
る
。
そ
の
さ

　
　
　
ノ
ム
　
ク
　
リ

　
い
、
南
忽
里
が
代
表
し
て
発
言
し
、
在
地
の
甘
繋
留
省
と
と
も
に
処
置
が
彼
に
ゆ

　
だ
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
塔
失
斌
と
答
失
城
は
同
　
で
あ
る
。

⑧
松
村
氏
先
掲
論
文
、
四
二
頁
、
四
八
頁
。

⑨
『
元
史
』
巻
＝
七
、
禿
刺
毛
お
よ
び
、
＜
9
甥
9
1
胎
鉱
－
彊
二
様
葺
。
同
．
》
σ
山
函
劉

　
或
同
ヴ
乱
雲
H
歯
娼
魯
Q
Q
営
円
熟
酬
§
”
嵩
ぎ
嵐
冬
着
ミ
い
目
Φ
貯
鍵
レ
Φ
＄
魑
℃
■
α
O
ρ

⑩
　
　
『
元
史
』
巻
二
九
、
泰
定
本
紀
、
泰
定
元
年
七
月
庚
子
の
条
に
「
隣
刺
慈
納
失

　
里
、
沙
州
に
出
門
す
」
と
記
さ
れ
、
豫
王
進
封
以
前
、
　
「
西
安
王
」
に
封
ぜ
ら
れ

　
て
い
た
ア
リ
ト
ナ
シ
リ
は
沙
門
1
1
敦
燈
を
根
拠
地
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑪
　
和
田
清
「
明
初
の
蒙
古
経
略
」
　
『
満
々
地
理
歴
史
研
究
報
告
陶
第
十
三
、
一
九

　
三
二
年
（
の
ち
、
『
爽
詩
史
研
究
（
蒙
古
篇
）
』
爽
京
、
東
洋
文
庫
、
｝
九
五
九
年

　
に
再
録
）
。

⑫
　
間
野
氏
「
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
に
お
け
る
一
貴
顕
の
系
譜
」
五
八
頁
、
譲
②
お
よ
び

　
〉
・
姻
く
．
月
。
σ
q
㊤
速
き
ミ
こ
娼
や
．
の
Q
。
ム
リ
’

⑬
》
「
N
■
＜
。
月
。
㎝
止
り
§
3
電
。
①
。
。
ふ
ρ

⑭
宮
崎
市
定
「
帖
思
事
王
朝
の
遣
明
使
節
」
『
学
芸
隠
第
四
巻
六
号
、
一
九
四
七

　
年
。
　
（
の
ち
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
三
、
京
都
、
同
朋
舎
一
九
五
七
年
に
再
録
｝
。

⑮
囚
●
罫
寓
ρ
葺
ρ
誌
寒
蓑
§
い
穿
脚
蜜
鴇
建
8
0
ぎ
§
噛
ぴ
Φ
画
鑓
§
ド
§
唖
§
牒

　
》
o
ミ
§
＆
§
ミ
、
馬
§
§
ミ
軌
ぎ
焦
ミ
碗
』
魯
ミ
、
笥
①
響
く
。
昆
㌧
H
箋
ρ
℃
弘
9

　
な
お
、
こ
の
旅
行
甜
の
訳
書
と
し
て
は
、
一
六
八
三
年
と
い
う
早
い
時
期
、
パ
リ

　
で
発
行
さ
れ
た
月
げ
①
〈
魯
9
編
纂
の
隠
ミ
ミ
凡
§
砺
§
偽
b
ご
馬
浅
ぎ
陵
£
禽
O
皐

　
§
§
§
・
ぎ
旨
O
H
H
に
収
め
ら
れ
た
シ
臼
げ
P
ω
鴇
α
㊦
ユ
O
ω
O
げ
鉾
9
【
司
半
切
α
O

　
目
詰
碁
曾
｝
§
o
け
α
．
窪
昏
㊦
ω
等
葺
8
ω
。
。
。
ω
く
。
冨
一
真
ρ
い
、
宝
鏡
℃
。
器
弩
曾

　
目
ご
暮
巴
が
名
高
い
。

⑯
や
℃
亀
δ
＃
藍
島
。
智
Φ
鈴
♂
Q
Q
畠
団
置
寓
話
四
貯
9
＝
山
翼
。
貯
。
9
。
。

　
該
ぎ
σ
q
り
や
お
①
。
小
田
氏
先
掲
論
文
、
九
頁
、
三
五
頁
。
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三
　
西
寧
王
家
ス
レ
イ
マ
ン
系

『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
該
当
部
分
は
次
の
と
お
り
。

四王チュベイとその系譜（杉山）

　　　　　　し
　　　　　　K

辮蓬奪

〔系図4〕

Chifbai　・

　｛

　i　　　　　I
lB翫y蕊1且浸語sh　2Quyatmish

3Sulaiman
　　　1

一1
6Asutii
　　I

　口

　　　　　　：

5Sultan－sh（ah） ・tYaghan－shah

一1

9Ajudaf
　　一一　1

8Arl〈ashirin

ioDurji

　　1

7Darmabala

要
は
そ
こ
に
記
さ
れ
た
建
立
の
発
願
老
で
あ
る
。

　
〈
莫
高
窟
造
象
記
＞

1
速
来
蛮
西
寧
王

2
妃
子
屈
乖

3
太
子
養
阿
沙

〈
璽
修
皇
慶
寺
記
＞

a
速
来
蛮
西
寧
王

b
妃
子
曲
乖

。
牙
牢
沙
西
寧
王

（
な
お
、
図
中
の
□
印
で
示
し
た
人
物
は
よ
く
読
み
取
れ
な
い
）

　
δ
亀
9
1
汁
導
お
げ
が
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
で
、
初
代
の
爾
三
王
で
は
あ
る
が
、
こ
の
王
統
の
実
質

上
の
創
始
者
は
、
・
．
ω
巳
蝕
分
9
1
嵩
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
た
だ
、
そ
の
父
に
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
①

る
回
切
ξ
魁
ゆ
理
9
1
ω
げ
に
つ
い
て
は
、
『
集
史
』
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
ぐ
が
、
漢
文
資

料
に
は
、
こ
れ
に
同
定
す
べ
き
記
録
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
第
二
代
ス
レ
イ
マ
ン
以
下
の
系
譜
に
関
連
し
て
、
幸
運
に
も
二
つ
の
碑
文
資

料
が
残
っ
て
い
る
。
　
第
一
は
、
　
「
莫
高
窟
造
象
記
」
（
＝
二
四
八
）
、
第
二
は
「
重
修
皇
慶
寺

運
」
（
一
三
五
一
年
）
で
あ
る
。
敦
燈
莫
高
窟
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
両
碑
文
は
、
徐
松
『
西
域

水
道
記
』
巻
三
に
見
え
、
の
ち
羅
振
掛
『
西
睡
石
刻
録
』
に
も
収
録
さ
れ
た
ほ
か
、
一
九
〇

二
年
に
は
シ
ャ
バ
ン
ヌ
氏
が
解
説
を
施
し
、
一
九
五
五
年
に
は
謝
租
柳
『
敦
煙
…
芸
術
叙
録
』

　
　
　
　
　
　
②

に
も
収
め
ら
れ
た
。
松
村
・
小
田
両
氏
も
こ
れ
に
触
れ
、
最
近
で
は
梅
村
坦
氏
が
碑
文
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

人
物
の
同
定
を
試
み
て
い
る
。
碑
文
自
体
の
紹
介
は
、
梅
村
茂
の
解
説
を
参
照
し
て
頂
く
と

　
　
梅
村
方
式
に
従
っ
て
両
碑
文
に
い
う
顔
触
れ
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
と
お
り
。
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4
　
速
丹
沙

5
　
　
阿
速
ダ

6
　
　
結
来
ダ

7
脱
花
赤
大
王

1
～
5
、
a
～
e
ま
で
は
、

鋤
（
曲
乖
）

屈
乖

　
　
　
＊

按
速
来
蛮
一

　
ヨ
　

！
養
阿
沙

　
（
牙
準
沙
）

　
る
　
1
速
丹
沙

　
ら
　

一
阿
速
　

d
王
子
速
丹
沙

e
　
　
阿
速
ダ

f
公
主
必
列
怯

g
馳
罵
桑
寄
答
思

h
牽
羅
大
王

両
碑
と
も
一
致
す
る
。

こ
れ
ら
の
人
物
を
両
碑
の
い
う
と
こ
ろ
に
従
っ
て
系
図
化
す
れ
ば
、
こ
う
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
i
6
結
紮
　
　
　
　
（
＊
な
お
、
速
来
蛮
の
四
子
は
、
屈
允
と
の
間
の
子
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
両
碑
の
か
ぎ
り
で
は
、
そ
れ
は
確
定
で
き
な
い
。
）

　
と
こ
ろ
が
『
ム
イ
ッ
ズ
』
を
見
る
と
、
こ
れ
と
一
致
す
る
親
子
関
係
が
書
か
れ
て
い
る
（
系
図
4
）
。
1
・
a
の
速
来
蛮
は
ω
ω
巳
巴
白
乾
、
3
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
⑤

C
の
旧
習
沙
あ
る
い
は
牙
牢
沙
は
受
9
・
σ
q
げ
9
1
苧
ω
げ
9
1
げ
、
4
・
d
の
速
場
面
は
あ
巳
汁
9
1
亭
ω
げ
（
似
げ
）
、
5
・
e
の
阿
速
　
は
⇔
》
。
。
暮
蟄
で
あ
る
。
女

性
で
あ
る
2
・
b
の
屈
尤
、
あ
る
い
は
曲
尤
と
6
の
結
来
　
が
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
は
見
え
な
い
だ
け
で
、
あ
と
は
完
全
に
一
致
す
る
。
　
『
ム
イ
ッ

ズ
』
が
伝
え
る
情
報
の
画
面
性
は
、
も
は
や
疑
う
余
地
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
逆
に
い
え
ば
、
シ
ャ
バ
ン
ヌ
以
来
、
様
々
な
同
定
が
試
み
ら
れ
て
き

た
右
の
両
棲
中
の
人
物
は
、
他
に
金
く
追
訴
材
料
を
見
出
し
得
な
い
7
・
f
・
9
・
h
を
除
い
て
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
寡
チ
ュ
ベ
イ
一
門
の
傍
流
、
ス
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王チュペイとその系譜（杉山）

レ
イ
マ
ソ
一
族
で
あ
る
こ
と
が
確
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
事
実
を
踏
ま
え
て
考
え
て
み
る
と
、
両
碑
は
さ
ら
に
多
く
の
事
を
語
っ
て
く
れ
る
。
本
稿
に
関
係
す
る
点
だ
け
で
も
、
そ
の
一
は
、
一

三
四
八
年
当
時
（
第
一
碑
）
、
第
二
代
西
寒
雲
ス
レ
イ
マ
ン
が
在
世
し
て
い
た
こ
と
。
そ
の
二
、
一
三
五
一
年
（
第
二
碑
）
に
な
る
と
、
ス
レ
イ
マ

ソ
は
他
界
し
て
お
り
、
長
子
の
ヤ
ガ
ン
ー
シ
ャ
ー
く
9
。
σ
q
ロ
ゆ
亭
路
倒
げ
が
後
目
を
継
い
だ
こ
と
。
そ
の
三
、
ヤ
ガ
ソ
ー
シ
ャ
ー
は
『
元
史
』
巻
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
カ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

三
、
順
帝
本
紀
至
正
十
三
年
（
；
一
五
三
）
十
二
月
丁
田
の
条
に
、
　
「
西
寧
王
牙
準
沙
、
四
川
に
鎮
し
、
重
三
に
還
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
拠
地
は
沙
州
1
1
敦
煙
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
両
碑
の
存
在
自
体
に
よ
っ
て
そ
れ
が
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
な

お
『
元
史
』
の
世
系
表
が
、
西
寧
王
初
代
の
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
を
チ
ソ
ギ
ス
ー
カ
ソ
の
第
三
弟
カ
チ
ウ
ソ
家
の
項
に
記
し
、
明
ら
か
に
ス
レ
イ
マ

ソ
の
こ
と
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
西
寧
王
棚
魯
蛮
を
同
じ
く
テ
ム
ゲ
ー
オ
ッ
チ
ギ
ソ
家
の
項
に
記
し
て
い
る
の
は
、
全
く
の
虚
妄
で
あ
る
。

　
第
二
代
ス
レ
イ
マ
ソ
、
第
三
代
ヤ
ガ
ン
ー
シ
ャ
ー
は
『
元
史
』
に
散
見
す
る
が
、
そ
れ
も
先
掲
至
正
十
三
年
の
記
事
を
最
後
に
、
こ
の
王
統

の
記
録
は
絶
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
　
『
明
史
』
巻
三
三
〇
、
沙
州
衛
伝
を
見
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
洪
武
二
十
四
年
、
蒙
古
王
子
阿
魯
寄
失
言
、
国
公
抹
台
阿
巴
赤
、
司
徒
苦
児
蘭
等
を
遣
わ
し
て
来
朝
せ
し
め
、
馬
及
び
金
玉
を
貢
ず
。

と
の
記
録
が
あ
る
。
例
に
よ
っ
て
、
『
明
史
』
の
こ
の
文
は
、
『
太
祖
実
録
』
洪
武
二
十
四
年
春
正
月
戊
申
の
条
の
記
録
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
文
中
の
「
蒙
古
王
子
阿
山
再
失
里
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
ム
イ
ヅ
ズ
』
に
ス
ル
タ
ソ
ー
シ
ャ
ー
の
子
と
し
て
見
え

る
。
。
諺
碁
整
調
誌
昌
、
す
な
わ
ち
ア
ル
カ
シ
リ
》
渥
9
。
似
三
に
あ
た
る
に
相
違
な
い
。
右
の
記
録
は
、
沙
州
衛
が
明
に
帰
附
す
る
由
来
を
述
べ
た

も
の
で
あ
り
、
洪
武
二
十
四
年
は
、
明
の
討
伐
軍
が
ハ
ミ
城
を
急
襲
し
、
ハ
ミ
王
家
初
代
の
ク
ナ
シ
リ
を
走
ら
し
、
最
後
の
幽
王
、
ビ
ル
ゲ
ー

テ
ム
ル
を
殺
し
た
年
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
チ
ュ
ベ
イ
一
門
の
う
ち
沙
州
を
根
拠
地
と
す
る
西
寧
王
ス
レ
イ
マ
ソ
家
を
率
い
る
ア
ル
カ
シ
リ
は
、

諸
軍
の
進
攻
を
予
想
し
て
、
い
ち
早
く
帰
附
の
姿
勢
を
示
し
、
征
討
を
回
避
し
た
。
そ
の
結
果
、
ス
レ
イ
マ
ソ
集
団
は
、
沙
定
籍
と
し
て
明
代

に
も
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
こ
で
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
す
で
に
間
野
英
二
氏
が
言
及
さ
れ
た
よ
う
に
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
は
未
だ
公
刊
さ
れ
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て
お
ら
ず
・
各
国
の
図
書
館
に
写
本
の
ま
ま
所
蔵
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
胸
・
私
簡
野
氏
将
来
の
ビ
ブ
リ
オ
テ
ぞ
ナ
シ
オ
ナ
ル
所
蔵
本

（
以
下
パ
リ
本
と
略
称
）
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
複
写
さ
せ
て
頂
き
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
以
上
を
立
論
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
本
田
実

信
疵
か
ら
、
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
ィ
ア
ム
所
蔵
本
（
以
下
ロ
ソ
ド
ソ
本
）
コ
ピ
ー
を
御
所
蔵
の
由
、
う
か
が
い
、
こ
れ
を
複
写
し
て
双
方

ひ
き
く
ら
べ
て
み
た
。
全
体
と
し
て
、
パ
リ
本
の
方
が
読
み
や
す
く
、
ロ
ン
ド
ン
本
は
読
解
が
や
や
困
難
な
印
象
を
う
け
る
ほ
か
、
内
容
的
に

も
若
干
く
い
ち
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
で
問
題
に
す
べ
き
は
、
先
述
の
ア
ル
カ
シ
リ
は
、
パ
リ
本
に
は
登
場
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
も
の
の
、
ロ
ン
ド
ン
本
の
な
か
に
は
、
そ
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
西
寧
王
家

〔系図5〕

　　　　　ettbei

　　　　　　　　　　　　　一＞

　　　　　Bityalnatash（　？　）

　　　　’

OQutatmig

②SulaimEn＝＝Ku6u〔ee屈フ比，　曲フ忙〕

　　　　　　1　・e一一一一
　　1
＊Kereidei
〔・結来列

　1　．　　1
Asintai　＠Sultan－sh（ah）
　　　　　　　　　1

　　　　1

＠Yaghan一＄hah

　　　　　　　1　．　1
　　　　　AjLidai　＠Arqagiri
　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　Dor）i

（園の凡例は系図3の場合と同じ。）

　　　l
Darmabala

と
明
代
沙
州
権
を
結
ぶ
、
史
料
上
の
確
か
な
糸
は
こ
の
ア
ル
カ
シ
リ
一
人
で
あ
る
。
　
『
ム

イ
ッ
ズ
』
の
ア
ル
カ
シ
リ
が
否
定
さ
れ
れ
ば
、
両
者
を
つ
な
ぐ
糸
は
切
れ
て
し
ま
う
。

　
既
述
の
如
く
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
内
容
全
般
に
わ
た
る
研
究
は
未
だ
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

校
訂
テ
キ
ス
ト
も
未
公
刊
の
現
在
、
パ
リ
本
と
ロ
ン
ド
ン
本
、
い
ず
れ
が
信
頼
で
き
る
テ

キ
ス
ト
か
は
、
た
だ
ち
に
決
定
で
き
な
い
。
両
テ
キ
ス
ト
の
優
劣
は
、
個
々
の
記
載
の
着

実
な
比
較
研
究
の
結
果
、
判
定
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
私
の
能
力

を
遙
か
に
超
え
る
。
従
っ
て
、
現
時
点
に
お
い
て
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
が
、

あ
え
て
い
え
ば
、
全
体
の
印
象
と
し
て
は
、
先
述
の
如
く
、
パ
リ
本
の
方
が
鮮
明
で
妥
当

と
思
わ
れ
る
点
が
多
い
こ
と
、
チ
ュ
ベ
イ
一
門
の
部
分
に
か
ぎ
っ
て
も
、
ロ
ン
ド
ン
本
で

は
明
ら
か
に
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
箇
処
が
少
な
く
と
も
三
つ
は
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
と

り
わ
け
、
ス
レ
イ
マ
ソ
と
そ
の
諸
子
ヤ
ガ
ソ
ー
シ
ャ
ー
、
ス
ル
タ
ソ
ー
シ
ャ
ー
、
ア
ス
タ

イ
の
父
子
関
係
が
、
パ
リ
本
で
は
莫
高
窟
の
両
碑
文
の
内
容
に
完
全
に
合
致
す
る
が
、
ロ

ン
ド
ン
本
で
は
ス
レ
イ
マ
ソ
が
他
の
三
人
の
父
で
は
な
く
、
ヤ
ガ
ソ
ー
シ
ャ
ー
、
ア
ス
タ
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幽ヨ三チュベイとその系譜（杉山）

イ
の
兄
弟
の
位
置
に
記
さ
れ
、
ス
ル
タ
ン
ー
シ
ャ
ー
だ
け
が
ス
レ
イ
マ
ソ
の
子
と
な
っ
て
（
つ
ま
り
、

分
だ
け
が
、
系
図
上
そ
っ
く
り
一
段
下
に
さ
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
）
、
右
の
両
碑
と
く
い
ち
が
う
こ
と
、

イ
一
門
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
パ
リ
本
を
と
り
た
い
。

　
な
お
、
先
掲
の
系
図
4
に
示
し
た
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
う
ち
、
7
・
9
・
1
0
の
三
人
に
つ
い
て
は
、

な
い
。
御
示
教
を
乞
う
。

以
上
の
結
果
を
あ
わ
せ
、
こ
の
王
統
の
系
譜
を
も
う
一
度
掲
げ
る

①
　
こ
の
人
物
の
名
は
、
　
『
集
史
』
で
は
切
戸
口
量
語
気
あ
る
い
は
切
舜
旨
慧
で

　
露
。
。
プ
と
読
め
る
が
（
幻
器
鉱
ミ
国
．
切
H
o
o
げ
①
世
ミ
窺
｝
起
こ
㍗
§
q
ミ
馬
ぎ
辱
ミ
寒
ミ

　
ミ
、
§
肉
蕊
ミ
賊
ミ
ー
b
§
．
↓
o
目
①
H
H
層
い
。
団
α
窪
－
U
o
a
o
戸
H
㊤
に
噛
や
嵩
e
、

　
ア
ソ
ビ
ス
民
は
、
こ
れ
を
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
と
引
き
く
ら
べ
て
考
え
て
い
る
（
ア
ン

　
ビ
ス
前
掲
書
、
六
　
頁
）
。
ボ
イ
ル
民
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
説
に
引
き
ず
ら
れ
た

　
の
で
あ
ろ
う
、
　
『
集
史
』
英
訳
君
の
な
か
で
、
や
は
り
客
9
亭
U
霧
犀
と
読
ん

　
で
い
る
（
い
》
．
切
。
覧
P
§
馬
軌
§
ミ
鴇
。
着
。
、
O
§
等
傍
肉
隷
§
神
髄
’
く
㍉
U
o
亭

　
偏
o
P
お
痒
℃
L
濠
．
）
。
し
か
し
、
　
『
集
史
』
を
明
ら
か
に
踏
ま
え
て
い
る
『
ム

　
イ
ッ
ズ
』
で
切
⇔
団
四
ぎ
鉾
帥
。
。
げ
と
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
名
前
の
前

　
半
の
同
母
雫
あ
る
い
は
し
ご
ξ
㌶
－
を
落
と
し
て
、
こ
と
さ
ら
翼
。
旨
－
U
器
げ
と

　
読
む
の
は
お
か
し
い
。
ま
た
、
集
実
関
係
の
上
で
も
ア
ン
ビ
ス
、
ボ
イ
ル
両
氏
が

　
同
定
し
た
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
『
元
史
臨
の
哺
…
蕎
失
は
、
既
述
の
如
く
チ
ュ

　
ベ
イ
嫡
上
家
第
三
代
の
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
な
の
だ
か
ら
、
全
く
別
人
で
あ
る
。
本
稿

　
で
は
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
い
う
ゆ
口
凌
ぎ
鋒
舘
ゴ
と
い
う
形
が
果
た
し
て
正
確
な
表

　
現
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
ま
ま
の
形
で
出
し
て
お
く
こ
と
に

　
し
た
。

②
　
濁
■
Ω
峯
く
2
導
δ
。
。
層
b
ミ
§
始
ミ
愚
轟
§
硫
ら
ミ
詫
。
募
騎
織
馬
N
、
鼠
亀
馬
亀
ミ
軸
、
ミ
恥
糺
．
や

（
系
図
5
）
。

ス
レ
イ
マ
ソ
と
ス
ル
タ
ソ
ー
シ
ャ
ー
父
子
の
部

以
上
の
三
点
か
ら
、
少
な
く
と
も
チ
ュ
ベ

今
の
と
こ
ろ
他
に
同
定
材
料
を
見
出
し
得

　
　
㌣
碑
N
湧
ミ
§
翼
特
需
跨
§
旨
8
G
神
㍉
肉
窃
§
馬
斜
影
霞
一
。
・
．
6
0
卜
。
巳
℃
や
8
1
Φ
Φ
■

　
　
謝
稚
蚕
『
敦
煙
芸
術
叙
録
』
上
海
、
一
九
五
五
年
。

　
③
　
梅
村
塩
「
佐
民
の
種
族
構
成
i
敦
燈
を
め
ぐ
る
諸
毘
族
の
動
向
一
」
講
座

　
　
・
敦
煙
、
第
三
巻
『
敦
纏
の
社
会
』
五
、
　
一
九
八
○
年
。

　
④
　
く
の
α
q
ず
雪
－
ω
げ
帥
げ
の
漢
字
蓑
記
が
養
阿
沙
と
牙
軍
沙
の
二
種
あ
る
こ
と
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
う

　
　
て
、
森
安
氏
か
ら
前
者
は
鴫
δ
ρ
、
後
者
は
く
即
σ
q
ゴ
窪
で
、
ど
ち
ら
も
「
象
」

　
　
を
意
味
す
る
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
で
あ
ろ
う
と
の
御
教
示
を
受
け
た
。
音
韻
か
ら
見
て
、

　
　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
と
す
れ
ば
、
『
ム
イ
ッ
ズ
』
は
後
者
く
㊤
α
q
げ
塁

　
　
の
方
の
音
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
⑤
　
碑
文
中
の
阿
速
　
に
つ
い
て
、
羽
田
亨
博
士
は
至
正
十
年
（
＝
二
五
〇
）
の
日

P

　
　
附
を
も
つ
敦
縷
…
禺
土
の
ウ
イ
グ
ル
文
書
の
な
か
に
み
え
る
｝
ω
蝿
鳥
既
○
＜
巳
に
隅

　
　
定
さ
れ
て
い
る
（
「
圃
鵬
訳
本
安
慧
の
倶
舎
論
実
義
疏
」
『
白
鳥
榑
士
還
暦
記
念
東

　
　
洋
史
論
叢
』
…
九
二
照
年
。
の
ち
『
羽
田
博
士
史
学
論
文
集
』
下
巻
、
言
語
・
宗

　
　
教
篇
、
京
都
、
岡
乙
女
、
～
九
五
七
年
に
再
録
）
。
　
つ
ま
り
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の

　
　
囲
。
。
轟
巴
（
ロ
ン
ド
ン
本
で
は
》
ω
民
鴛
）
は
、
こ
の
〉
。
・
避
寒
○
磯
乱
で
あ
る
。

　
⑥
間
野
氏
先
掲
論
文
、
三
〇
六
一
三
〇
七
頁
。
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四
　
粛
王
家
あ
る
い
は
威
武
西
寧
王
家

32　（32）

　
さ
き
ほ
ど
、
明
代
ハ
、
ミ
王
家
の
初
代
ク
ナ
シ
リ
が
チ
ュ
ベ
イ
の
後
窩
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
も
の
の
、
系
譜
上
は
「
威
武
西
寧
王
」

を
名
乗
る
べ
き
彼
が
、
　
「
粛
王
」
を
も
兼
ね
あ
わ
せ
て
い
る
点
に
つ
い
て
疑
問
を
提
出
し
た
。
そ
の
さ
い
、
こ
の
両
三
号
に
関
連
し
て
、
な

お
幾
つ
か
の
間
題
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
こ
で
以
下
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
関
係
す
る
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
記
載
を
掲
げ

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
、
粛
王
寛
徹
の
同
定
か
ら
。
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に

　　l

iQab邑n
　　l

　　1　．1　．14N“rdqjl　31san－BUga　2Kanchek

〔系図6〕

　　　　　　1

　　　　Ch込bai

　　　　　　　　　1－
6エliqjl　　5K：rtnjek－Dttrji

7Buy5n－quli

8Tam－quli
　l

　1
9王くunashTrin

1　一　l
O　iOAnlsca－Timar
i　　　　l
o　　　　o
l

o

は
、
チ
ュ
ベ
イ
の
子
ク
ソ
チ
ェ
ク
ー
ド
ル
ジ
と
カ
バ
ン
の
子
ク
ソ
チ
ェ
ク
の
二

人
が
い
る
。
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
私
は
後
老
だ
と
考
え
る
。
そ
の
根
拠
は
、

『
元
史
』
巻
二
二
、
武
宗
本
紀
至
大
元
年
（
＝
二
〇
八
）
正
月
己
卯
の
条
に
見
え

る
次
の
一
節
で
あ
る
。

　
　
㈹
　
幽
王
出
伯
、
玉
六
百
一
十
五
斤
を
進
む
。
金
千
五
百
両
・
銀
二
万
両
・
妙
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む

　
　
　
錠
、
従
人
に
四
万
錠
、
寛
閣
・
也
先
李
可
等
に
金
二
千
三
百
両
・
銀
一
万
七
百

　
　
　
両
・
妙
三
万
九
千
一
百
錠
を
賜
う
。

チ
ュ
ベ
イ
在
世
中
の
こ
と
、
元
朝
最
西
端
に
あ
っ
て
、
　
「
西
域
三
道
」
に
も
手

を
伸
ば
し
て
い
た
チ
ュ
ベ
イ
は
、
有
名
な
ホ
タ
ソ
の
玉
を
進
貢
し
た
。
そ
の
見

返
り
と
し
て
、
チ
ュ
ベ
イ
以
下
に
莫
大
な
賜
与
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
問
題
は
、
文
中
の
「
寛
閣
・
也
先
李
可
」
。
か
つ
て
、
佐
口
透
氏
は
、

こ
の
両
人
を
ド
ゥ
ア
の
子
で
、
い
わ
ゆ
る
「
チ
ャ
ガ
タ
イ
ー
ハ
ソ
」
位
を
継
承



幽王チ＝ベイとその系譜（杉山）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
た
ク
ン
チ
ェ
ク
、
エ
セ
ン
ー
ブ
カ
兄
弟
に
あ
て
ら
れ
た
。
『
ワ
ッ
サ
ー
フ
史
』
『
ウ
ル
ジ
ャ
イ
ト
ゥ
史
』
等
の
西
方
史
料
、
あ
る
い
は
『
元
史
』

等
の
元
朝
史
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、
ク
ソ
チ
ェ
ク
、
エ
セ
ン
ー
ブ
カ
と
い
え
ば
、
ド
ゥ
ア
家
の
二
人
を
連
想
す
る
の
は
、
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
よ
れ
ば
、
チ
ュ
ベ
イ
の
兄
カ
バ
ン
に
は
三
子
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
二
人
が
、
恥
園
量
。
げ
。
ぎ
謡
。
。
勲
亭
騎
口
ρ
9
1
堕

と
い
う
名
前
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
十
四
世
紀
初
頭
の
同
時
期
、
西
の
ド
ゥ
ア
家
と
東
の
チ
ュ
ベ
イ
家
に
は
、
二
組
の
ク
ン
チ
ェ
ク
、
一
辺

ン
ー
ブ
カ
兄
弟
が
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
前
掲
㈹
の
「
寛
閣
・
也
先
李
可
」
は
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
か
。
㈲
の
文
脈
か
ら
見
る
と
、
こ
の
二
人

は
明
ら
か
に
チ
ュ
ベ
イ
の
組
下
に
属
す
る
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ド
ゥ
ア
家
の
君
王
と
す
る
の
は
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
チ
ュ
ベ
イ
一
門
中
の
、
カ
バ
ン
家
の
二
人
と
考
え
る
方
が
、
事
実
関
係
に
お
い
て
無
理
が
な
く
、
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
寛
閣
」
は
誰
か
と
い
え
ば
、
明
ら
か
に
懸
案
の
「
覇
王
覧
徹
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
元
朝
史
料
に
お
い

て
寛
徹
あ
る
い
は
寛
斜
な
る
人
物
は
、
右
の
㈹
の
記
事
を
皮
切
り
に
、
＝
一
二
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
末
ま
で
史
料
に
あ
ら
わ
れ
、
二
三
一
九

年
目
は
「
粛
王
」
受
封
を
果
た
す
。
内
容
上
、
そ
れ
ら
は
明
ら
か
に
一
連
の
も
の
で
あ
り
、
同
じ
人
間
を
さ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
⑥
の

「
寛
閣
」
が
カ
バ
ン
の
子
ク
ン
チ
ェ
ク
な
ら
ば
、
結
局
「
粛
指
導
徹
」
と
は
彼
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
を
裏
付
け
る
材
料
は
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
　
『
永
楽
大
典
』
に
引
く
『
姑
赤
』
皇
慶
元
年
（
＝
二
一
二
）
十
一
月
十
八
日
の
条
に
よ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ば
、
河
西
方
面
の
駅
姑
の
維
持
に
関
し
て
在
地
の
醤
粛
行
省
と
「
諸
王
南
忽
里
・
寛
徹
」
の
二
人
に
処
置
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。
南
忽
里
は
チ
ュ

ベ
イ
家
第
二
代
当
主
の
ノ
ム
ー
ク
リ
で
あ
り
、
寛
々
は
一
門
の
総
帥
た
る
ノ
ム
ー
ク
リ
と
並
列
の
扱
い
を
う
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
先
掲

⑥
に
し
て
か
ら
が
す
で
に
、
チ
ュ
ベ
イ
が
一
族
を
代
表
し
て
玉
を
進
貢
し
た
形
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
見
返
り
た
る
賜
与
は
、
チ
ュ
ベ
イ

と
そ
の
諸
人
で
ま
ず
、
ひ
と
ま
と
ま
り
、
ク
ソ
チ
ェ
ク
、
エ
セ
ン
ー
ブ
カ
兄
弟
ら
が
も
う
ひ
と
ま
と
ま
り
と
、
実
際
上
、
二
つ
の
集
団
に
別
立

て
で
振
り
分
け
ら
れ
て
お
り
、
額
も
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
元
朝
史
料
に
お
い
て
「
怪
々
寛
徹
」
、
あ
る
い
は
寛
骨
・
寛
闇
な

る
人
物
は
、
一
応
、
チ
ュ
ベ
イ
な
い
し
そ
の
後
継
者
ノ
ム
ー
ク
リ
の
指
揮
下
に
入
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
の
と
こ
ろ
そ
れ
と
肩
を
並
べ
る
く

ら
い
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
チ
ュ
ベ
イ
の
子
ク
ン
チ
ェ
ク
ー
ド
ル
ジ
で
あ
る
が
、
彼
は
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
よ
れ
ば
第
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十
六
番
目
の
子
で
あ
っ
て
、
そ
の
彼
が
は
た
し
て
こ
う
し
た
立
場
に
立
ち
え
る
も
の
か
ど
う
か
。
も
し
、
彼
に
若
干
の
考
慮
す
べ
き
好
条
件
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
チ
ュ
ベ
イ
の
末
子
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
カ
バ
ン
の
子
ク
ン
チ
ェ
ク
に
く
ら
べ
れ
ば
有
利
な
条
件

と
は
な
り
え
ま
い
。
と
い
う
の
は
、
前
述
の
「
粛
王
寛
仁
」
の
特
別
な
立
場
は
ま
さ
に
、
カ
バ
ン
の
子
ク
ン
チ
ェ
ク
に
し
て
は
じ
め
て
肯
け
る

も
の
な
の
で
あ
る
。
　
『
集
史
』
等
の
記
述
を
総
合
す
る
と
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
ー
ウ
ル
ス
第
五
代
当
主
ア
ル
グ
の
遺
児
で
あ
る
カ
バ
ン
と
チ
ュ
ベ
イ

の
兄
弟
は
㌔
一
二
七
八
一
八
二
年
こ
ろ
、
カ
イ
ド
ウ
の
支
配
が
浸
潤
す
る
中
央
ア
ジ
ア
を
離
れ
、
一
族
集
団
と
と
も
に
元
朝
版
図
下
へ
来
投
し

た
。
当
初
、
兄
弟
二
人
し
て
、
対
カ
イ
ド
ウ
戦
の
前
線
に
立
ち
奮
戦
し
た
ら
し
い
が
、
ま
も
な
く
兄
カ
バ
ン
は
死
去
し
、
そ
の
後
は
チ
ュ
ベ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
一
門
の
総
帥
と
な
っ
て
活
躍
し
た
。
チ
ュ
ベ
イ
の
直
系
た
る
ノ
ム
ー
ク
リ
系
が
代
々
一
門
の
当
主
と
な
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
因
む
。
し
か

し
、
そ
の
さ
い
カ
バ
ン
の
遺
児
で
あ
る
ク
ン
チ
ェ
ク
が
父
の
職
封
を
つ
い
で
、
叔
父
チ
ュ
ベ
イ
、
い
と
こ
の
ノ
ム
ー
ク
リ
と
共
抄
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
チ
ュ
ベ
イ
集
団
は
実
質
上
、
二
頭
立
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
考
え
た
時
、
す
べ
て
は
う
ま
く
辻
棲
が
合
う
。
＝
一
三

九
年
、
彼
が
最
高
ラ
ン
ク
の
「
寡
雨
」
を
懸
魚
し
、
　
「
幽
王
扁
た
る
ノ
ム
ー
ク
リ
系
と
並
立
す
る
形
に
な
っ
た
の
も
、
結
局
も
と
を
た
だ
せ
ば
、

本
来
、
彼
の
血
筋
が
嫡
統
家
に
対
し
て
決
し
て
見
劣
り
の
し
な
い
家
柄
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
で
は
、
そ
の
ク
ン
チ
ェ
ク
の
名
跡
「
粛
王
」
を
、
ど
う
し
て
イ
リ
ク
チ
系
の
ク
ナ
シ
リ
が
引
き
つ
い
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
お
そ
ら

く
ク
ン
チ
ェ
ク
死
後
、
嗣
子
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
チ
ュ
ベ
イ
傍
流
の
イ
リ
ク
チ
が
ク
ン
チ
ェ
ク
塵
下
の
集
団
を
継
承
し
た
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
イ
リ
ク
チ
で
あ
る
。

　
『
元
史
』
に
お
い
て
、
イ
リ
ク
チ
は
わ
ず
か
二
箇
処
し
か
登
場
し
な
い
。
ひ
と
つ
は
、
泰
定
本
紀
、
泰
斗
元
年
（
一
三
二
四
）
六
月
庚
申
の
条

に
、
　
「
諸
王
寛
徹
・
斜
里
智
赤
、
来
朝
す
」
と
見
え
る
。
寛
徹
は
く
だ
ん
の
ク
ン
チ
ェ
ク
で
あ
る
。
イ
リ
ク
チ
は
、
ク
ン
チ
ェ
ク
生
前
か
ら
彼

と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
る
わ
け
で
、
両
者
は
か
な
り
親
し
い
聖
柄
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
順
帝
本
紀
元
統
二
年

（
二
曇
二
四
）
五
月
己
丑
の
条
に
見
え
る
次
な
る
一
文
で
あ
る
。

　
　
㈹
　
誠
武
西
寧
王
阿
喰
伯
の
子
、
亦
里
黒
赤
に
詔
し
て
、
そ
の
父
の
封
を
襲
わ
し
む
。
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こ
れ
に
よ
れ
ば
イ
リ
ク
チ
の
父
は
識
量
伯
、
す
な
わ
ち
ア
カ
ー
ベ
イ
｝
ρ
甲
b
d
①
団
な
る
人
物
で
、
威
武
西
国
王
は
ア
カ
L
、
ヘ
イ
、
イ
リ
ク
チ
と

継
承
さ
れ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
『
ム
イ
ッ
ズ
』
で
は
、
イ
リ
ク
チ
の
父
は
チ
ュ
ベ
イ
そ
の
人
で
あ
る
。
で
は
『
元
史
』
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
い

ず
れ
か
が
誤
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
は
ア
丁
零
、
、
ヘ
イ
な
る
人
物
は
見
当
ら
な
い
。
そ
こ
で
以
下
、
三
通
り
の
考
え
方
が
成
立
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

．
ひ
と
つ
は
前
掲
㈹
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
て
、
ア
カ
ー
ベ
イ
が
実
在
し
た
と
す
る
見
方
。
こ
の
見
方
に
従
え
ば
、
威
武
西
寧
王
は
、

　
　
チ
ュ
ベ
イ
ー
ア
カ
ー
ベ
イ
ー
ー
イ
リ
ク
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
い
う
具
合
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
元
朝
史
料
に
お
い
て
、
ア
カ
㌧
、
ヘ
イ
な
る
人
物
は
他
処
に
あ
ら
わ

れ
ず
、
チ
ュ
ベ
イ
、
ノ
ム
ー
ク
リ
と
の
関
係
は
わ
か
ら
な
い
。
と
も
か
く
こ
の
見
方
に
立
て
ば
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
は
ア
カ
ー
ベ
イ
を
書
き
漏
ら

し
、
イ
リ
ク
チ
の
記
入
位
置
を
誤
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ

　
そ
こ
で
一
案
と
し
て
、
阿
恰
伯
は
、
野
葬
出
時
の
脱
落
と
見
る
こ
と
は
で
き
ま
い
か
。
阿
吟
は
尊
称
と
し
て
の
ア
カ
、
つ
ま
り
兄
チ
ェ
ベ
イ

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
、
人
名
に
レ
ρ
9
を
つ
け
て
呼
ぶ
例
は
か
な
り
多
く
み
ら
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
王
族
に
か
ぎ
っ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
が
ウ
ゲ
デ
イ
時
代
「
チ
ャ
ガ
タ
イ
ー
ア
カ
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
『
元
朝
秘
史
』
　
『
元
史
』
に
名
高
い
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

か
、
ウ
ゲ
デ
イ
の
第
二
子
ク
チ
ン
が
『
元
史
』
で
「
闊
端
阿
陰
口
」
と
呼
ば
れ
、
チ
ン
ギ
ス
ー
カ
ン
の
次
弟
カ
サ
ル
家
の
第
三
代
イ
ェ
ス
ン
ゲ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

『
語
史
』
で
磯
冨
Q
巳
（
騨
㌣
諺
ρ
9
1
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
イ
ド
ウ
も
『
集
史
』
で
ρ
餌
匹
。
－
跨
ρ
餌
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

⑧る
。
こ
の
う
ち
、
実
際
に
「
兄
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
具
体
的
な
血
縁
関
係
を
も
つ
揚
合
も
あ
る
が
、
右
の
四
例
は
い
ず
れ
も
そ
の
時
々
の
有
力

者
で
あ
っ
て
、
　
「
兄
」
と
い
う
言
葉
本
来
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
呼
称
と
は
思
わ
れ
な
い
。
も
と
も
と
諺
ρ
9
と
い
う
言
葉
は
単
な
る
親
族

呼
称
と
い
う
よ
り
は
敬
称
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
多
分
に
含
む
語
で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
前
述
の
カ
イ
ド
ウ
の
用
例
が
そ
う
で
あ
る
如
く
、
遊
牧
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

治
集
団
の
「
首
長
」
の
意
で
諺
ゆ
曽
な
る
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
元
朝
西
端
の
有
力
渚
と
し
て
、
元
朝
輩
下
モ
ン
ゴ
ル
王
族
の
な
か
で
重
き
を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
チ
ェ
ベ
イ
が
、
特
に
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ア
カ

十
四
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
帝
国
紛
乱
の
修
羅
場
を
経
験
し
た
数
少
な
い
生
き
残
り
と
し
て
、
そ
の
実
力
と
年
功
の
故
に
兄
チ
ュ
ベ
イ
と
呼
ば

れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
こ
の
場
合
、
ひ
と
つ
だ
け
気
に
な
る
の
は
、
さ
き
の
四
例
は
い
ず
れ
も
名
前
の
あ
と
に
諺
ρ
ρ
を
つ

け
て
い
た
が
、
チ
ュ
ベ
イ
の
場
合
は
名
前
の
は
じ
め
に
》
ρ
9
が
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
跨
ρ
餌
に
限
ら
ず
、
国
障
ρ
国
鰹
σ
q
Φ
な
ど
の
親
族
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

称
が
名
前
の
ま
え
に
く
る
例
は
ほ
と
ん
ど
目
無
し
な
い
。
こ
う
い
う
用
法
は
実
際
あ
り
得
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
第
三
案
。
阿
恰
伯
全
体
を
「
兄
君
」
を
意
味
す
る
尊
称
諺
ρ
甲
ヒ
d
①
《
～
跨
σ
q
冨
－
切
①
σ
q
と
見
倣
し
て
は
ど
う
か
。
こ
の
こ
と
ば
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

諺
ρ
9
～
跨
σ
q
訂
と
切
①
σ
q
～
切
3
、
の
合
成
語
で
、
首
長
、
主
人
、
夫
な
ど
の
意
に
も
使
わ
れ
る
。
　
つ
ま
り
、
チ
ュ
ベ
イ
が
一
門
の
実
質
上
の
創

始
老
と
し
て
、
ま
さ
に
首
長
的
地
位
に
あ
り
、
さ
ら
に
河
西
チ
ャ
ガ
タ
イ
勢
力
全
体
ま
で
も
総
擁
し
て
い
た
ら
し
い
か
ら
、
彼
ら
部
内
に
お
い

て
チ
ュ
ベ
イ
が
、
　
「
ア
カ
ー
ベ
イ
」
と
敬
称
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
の
場
合
、
問
題
に
な
る
の
は
、
十
四
世
紀

当
時
に
お
い
て
、
は
た
し
て
跨
ρ
㌣
切
①
蜜
～
諺
σ
q
ぎ
曲
①
σ
q
な
る
言
い
方
が
成
立
し
て
い
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
文
献
上
で
は
他
に
例
を
確
認
で

き
な
い
。
ま
た
、
チ
ュ
ベ
イ
は
あ
く
ま
で
王
族
で
あ
っ
て
、
こ
の
当
時
「
ベ
ル
グ
テ
イ
ー
ノ
ヤ
ソ
」
、
「
タ
ガ
チ
ャ
ル
ー
ノ
ヤ
ン
」
な
ど
、
稀
に

ノ
ヤ
ソ
号
を
つ
け
て
呼
ば
れ
る
人
物
は
あ
っ
て
も
、
ト
ル
コ
語
b
d
⑦
σ
q
～
切
①
《
を
、
モ
ン
ゴ
ル
語
「
ノ
ヤ
ン
偏
と
同
義
と
は
い
え
、
　
モ
ン
ゴ
ル

王
族
が
つ
け
て
い
る
例
は
目
に
し
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
右
の
三
面
は
い
ず
れ
も
弱
点
を
か
か
え
決
定
的
な
も
の
は
な
い
。
た
だ
全
体
と
し
て
は
、
第
一
案
は
や
や
弱
く
、
第
二
・

第
三
案
い
ず
れ
を
採
る
に
せ
よ
、
　
『
元
史
』
の
「
阿
書
誌
」
は
チ
ュ
ベ
イ
の
こ
と
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
印
象
を
う
け
る
。
も
し
そ
う

な
ら
ば
、
　
『
元
慶
』
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
双
方
の
記
述
は
相
互
に
無
理
な
く
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
第
一
案
の
可
能
性
も
完
全
に
消

え
去
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
い
え
ば
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
記
載
は
完
全
に
信
頼
し
う
る
と
ま
で
は
い
い
が
た
く
、

あ
る
程
度
、
留
保
条
件
を
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
元
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
威
武
西
寧
王
」
は
、
一
三
〇
七
年
に
チ
ュ
ベ
イ
が
醐
王
に
進
ん
だ
あ
と
、
一
三
三
四
年
の
阿
恰
伯
・
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

リ
ク
チ
父
子
間
の
王
位
相
続
の
記
事
ま
で
、
全
く
記
録
が
な
い
。
つ
ま
り
、
も
し
「
附
恰
伯
」
が
本
当
に
チ
ュ
ベ
イ
の
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
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イ
リ
ク
チ
は
父
チ
ュ
ベ
イ
の
進
封
後
、
長
ら
く
空
席
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
威
武
西
寧
王
の
名
跡
を
、
実
に
二
十
七
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た
こ

と
に
な
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
廃
さ
れ
て
久
し
い
威
武
西
無
足
を
、
こ
の
時
に
な
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
事
あ
ら
た
め
て
持
ち
出
し
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
こ

の
不
自
然
さ
こ
そ
が
、
カ
バ
ン
系
ク
ン
チ
ェ
ク
の
名
跡
を
チ
ュ
ベ
イ
系
の
イ
リ
ク
チ
が
引
き
継
い
だ
証
左
だ
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
に

の
べ
る
と
お
り
。

　
ク
ソ
チ
ェ
ク
は
、
＝
二
三
二
年
を
最
後
に
、
元
朝
史
料
か
ら
姿
を
消
す
。
い
っ
ぽ
う
、
イ
リ
ク
チ
は
、
そ
の
二
年
後
に
威
武
西
寧
王
を
襲
封

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
を
見
る
と
、
ク
ン
チ
ェ
9
ク
を
含
め
、
カ
バ
ン
の
三
子
に
は
、
い
ず
れ
も
嗣
子
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

と
す
れ
ば
、
カ
バ
ン
系
は
、
ク
ン
チ
ェ
ク
の
死
後
、
い
っ
た
ん
断
絶
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
適
当
な
梢
傷
者
が
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
も
か
く
そ
こ
で
、
本
家
筋
の
チ
ュ
ベ
イ
系
か
ら
誰
か
一
人
、
故
ク
ン
チ
ェ
ク
の
後
嗣
と
し
て
送
り
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
最
も
適
任
で
あ
っ
た
の
が
、
ク
ン
チ
ェ
ク
生
前
か
ら
行
動
を
と
も
に
し
て
い
た
（
と
推
察
さ
れ
る
）
イ
リ
ク
チ
で
あ
っ

た
。
あ
る
い
は
、
ク
ン
チ
ェ
ク
と
同
じ
地
域
に
居
を
定
め
る
な
ど
、
特
別
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
か
く
イ
リ
ク
チ
が
後
目

を
相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
ク
ン
チ
ェ
ク
生
前
の
王
号
、
粛
王
を
そ
の
ま
ま
名
乗
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と
い
う
の
は
、
粛
王
は
、

血
筋
上
は
む
し
ろ
チ
ュ
ベ
イ
系
よ
り
上
位
に
あ
た
る
カ
バ
ン
系
だ
か
ら
こ
そ
与
え
ら
れ
た
王
号
で
あ
り
、
し
か
も
多
分
に
天
暦
の
内
乱
後
の
臨

時
措
置
の
気
配
が
濃
厚
な
王
号
で
あ
っ
た
。
チ
ュ
ベ
イ
家
の
な
か
で
も
、
チ
ェ
ベ
イ
の
第
十
五
子
で
、
全
く
の
傍
流
に
す
ぎ
な
い
イ
リ
ク
チ
と

し
て
は
、
望
む
べ
く
も
な
い
王
号
で
あ
っ
た
。
当
時
、
チ
ュ
ベ
イ
嫡
統
家
の
当
主
ブ
ヤ
ン
ー
テ
ム
ル
は
第
一
ラ
ン
ク
の
幽
王
を
名
乗
り
、
イ
リ

ク
チ
の
下
切
ξ
白
鼠
砕
9
1
ω
げ
の
息
子
ス
レ
イ
マ
ソ
は
第
ニ
ラ
ソ
ク
の
西
里
王
を
名
乗
っ
て
い
た
。
チ
ュ
ベ
イ
系
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
イ
リ
ク
チ

の
新
王
家
は
第
三
番
手
の
王
家
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
イ
リ
ク
チ
に
は
、
幽
王
、
早
撃
王
よ
り
下
位
の
家
格
、
す
な
わ
ち
第
三
ラ
ン
ク
の
金
印

駝
紐
の
待
遇
が
あ
て
が
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
な
れ
ば
、
父
チ
ュ
ベ
イ
の
初
封
の
王
号
と
し
て
由
緒
が
あ
り
、
し
か
も
ち
ょ

う
ど
第
三
ラ
ン
ク
の
金
印
駝
紐
に
あ
た
る
威
武
西
藩
王
が
二
十
七
年
ぶ
り
に
日
の
目
を
見
る
の
は
、
自
然
の
成
行
き
で
あ
っ
た
。
実
質
上
、
カ
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バ
ソ
系
の
旧
封
を
継
ぎ
な
が
ら
も
、
チ
ュ
ベ
イ
系
と
し
て
は
新
王
家
を
興
す
こ
と
に
な
っ
た
イ
リ
ク
チ
は
、
か
く
て
詔
を
以
っ
て
（
先
掲
④
）
、

威
武
西
寧
王
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
い
さ
さ
か
推
測
を
ま
じ
え
す
ぎ
た
が
、
と
に
か
く
右
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
イ
リ
キ
チ
の
直
系
の
孫
ク
ナ
シ
リ
が
、
粛
王
と
威
武
王

の
両
方
を
名
乗
っ
て
い
る
背
景
も
、
お
の
ず
か
ら
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
明
代
ハ
ミ
王
家
は
、
名
儀
上
は
カ
バ
ン
系
ク
ソ

チ
ェ
ク
の
旧
封
に
因
み
、
実
際
上
の
血
縁
と
し
て
は
、
チ
ュ
ベ
イ
系
の
イ
リ
ク
チ
に
遡
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
　
『
ム
イ
ヅ
ズ
』
に
立
ち
帰
っ
て
、
若
千
説
明
を
補
う
と
、
イ
リ
キ
チ
以
降
、
ク
ナ
シ
リ
ま
で
の
“
切
3
、
似
？
ρ
乱
剥
ω
8
卿
毒
ゐ
蝦
冒
の
二

代
は
、
同
定
材
料
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
に
は
ク
ナ
シ
リ
、
エ
ソ
ケ
ー
テ
ム
ル
兄
弟
以
降
に
、
四
人
の

人
物
の
存
在
を
示
す
四
つ
の
丸
印
が
記
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
人
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
ク
ナ
シ
リ
以
降
の
明
代
ハ
ミ
王
家
歴

代
に
つ
い
て
は
、
　
『
明
実
録
』
等
に
詳
細
な
記
録
が
あ
り
、
そ
の
外
貌
は
、
ペ
リ
オ
、
松
村
、
小
田
各
氏
の
手
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
ら
先
学
の
研
究
と
、
こ
こ
に
い
う
『
ム
イ
ッ
ズ
』
の
系
譜
と
を
つ
な
い
だ
時
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
末
に
お
よ
ぶ
チ
ェ

ベ
イ
家
二
百
年
の
軌
跡
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
元
・
明
と
い
う
時
代
の
枠
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
、

も
う
ひ
と
つ
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
王
家
の
歴
史
で
あ
る
。

38　（38）

①
　
佐
q
透
「
十
四
世
紀
に
於
け
る
元
朝
大
カ
ー
ン
と
酉
北
三
王
家
と
の
連
帯
性
に

　
つ
い
て
」
　
『
北
亜
細
亜
学
報
』
第
一
号
、
一
九
閥
二
年
、
二
六
頁
。

②
　
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
別
戸
で
述
べ
た
い
。

③
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
霊
芝
に
て
論
じ
た
い
。

④
　
後
註
⑫
参
照
。

⑥
『
元
朝
秘
史
』
に
「
チ
ャ
ガ
タ
イ
ー
ア
カ
」
と
で
て
く
る
の
は
名
高
い
。
『
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ロ

　
奥
』
で
も
例
え
ば
、
巻
コ
一
匹
、
忙
嵜
撤
島
伝
に
、
「
察
喰
台
阿
恰
」
と
見
え
る
。

⑥
　
『
元
史
』
巻
九
二
、
百
剛
志
お
よ
び
同
、
巻
困
三
、
順
帝
本
紀
、
至
正
十
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
五
月
の
条
。
な
お
後
者
で
は
、
　
「
闊
瑞
阿
合
」
と
あ
る
が
、
瑞
は
端
の
誤
ま
り
で

　
あ
る
。

⑦
男
舘
三
ミ
駿
o
o
二
戸
や
㎝
。
。
心
’

⑧
e
器
亀
自
異
説
塁
貰
－
起
山
肖
葺
§
ミ
ミ
、
ム
、
、
㍗
ミ
自
§
ミ
§
（
象
竜
ミ
ミ
禽
ミ
。
－

　
ミ
題
ミ
y
↓
O
a
ヨ
．
O
o
o
↓
鵠
嵐
↓
2
ぴ
蓋
鴇
‘
き
幽
℃
刷
三
罎
①
突
0
8
器
一
（
o
霞
器
溶
マ

　
o
置
象
。
寓
鴻
ぴ
決
①
諺
O
導
自
貞
2
隅
ま
》
豊
【
O
峯
筥
》
出
｝
開
－
ω
裁
Φ
”
（
』
⑦
℃
ゆ
じ
。
o
鎖
。

　
鳶
O
o
長
。
困
6
3
鵠
び
決
麟
》
k
．
》
需
琵
B
）
層
切
鎚
｝
、
．
お
零
讐
冨
【
（
0
5
膨
誌
G
。
，

⑨
例
え
ば
、
こ
れ
と
飼
時
代
の
『
ワ
ッ
サ
ー
フ
史
』
の
な
か
で
、
ド
ゥ
ア
集
団
の

　
一
王
侯
オ
ル
グ
は
、
そ
の
「
首
長
」
の
意
味
で
》
ρ
帥
な
る
こ
と
ば
を
使
っ
て
い

　
る
（
く
9
務
口
輪
や
㎝
困
G
。
，
加
藤
和
秀
「
チ
ャ
ガ
タ
イ
H
ハ
ソ
麟
の
成
立
」
『
足
利
惇



　
氏
博
士
喜
寿
記
念
　
オ
リ
エ
ン
ト
学
・
イ
ン
ド
学
論
集
』
一
九
七
八
年
、
　
一
五
四

　
頁
参
照
）
。
な
お
、
帥
⊇
騨
に
つ
い
て
は
○
．
U
o
①
諏
①
び
§
W
さ
画
恕
書
柚
購
Q
蕊
さ
苧

　
驚
N
私
讐
ぎ
ミ
鳥
ミ
§
鳶
帖
、
ζ
き
、
も
ミ
翁
き
§
■
同
．
ノ
く
凶
霧
9
（
ざ
ご
這
①
ω
L
5
■
き
。
ひ
。
■

　
悶
母
を
参
照
。

⑩
　
原
山
煙
氏
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
こ
う
い
う
用
例
は
ぽ
と
ん
ど
見
な
い
、
と
い
う
。

⑪
　
浜
田
正
美
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
現
代
ト
ル
コ
語
に
も
こ
の
表
現

　
は
生
き
て
お
り
、
》
管
げ
。
《
と
い
え
ば
、
ふ
つ
う
に
、
「
に
い
さ
ん
」
と
い
っ
た
感

　
じ
で
使
わ
れ
る
と
い
う
。
た
だ
問
題
は
、
》
ρ
㌘
切
Φ
団
～
》
σ
q
げ
甲
ヒ
d
和
α
q
な
る
言
い
方

　
が
、
こ
の
十
三
一
十
四
世
紀
こ
ろ
、
少
な
く
と
も
資
料
上
は
他
に
用
例
が
確
認
で

　
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
》
α
q
ぎ
お
①
σ
q
な
る
モ
ン
ゴ
ル
語
と
ト
ル
コ
語
の
合
成
語
は
、

　
後
代
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
地
域
で
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
前
出
の
原

　
山
氏
か
ら
、
諺
ρ
9
が
本
来
モ
ン
ゴ
ル
人
に
附
帯
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
の
に
対
し
、

　
切
。
畷
～
切
⑦
α
Q
は
そ
う
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
河
西
－
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
い
う
地

　
域
性
の
な
か
に
お
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
御
指
摘
を
う
け

　
た
。
誠
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。
つ
ま
り
、
あ
く
ま
で
ひ
と
つ
の
可
能
性
に
す

　
ぎ
ぬ
が
、
一
門
の
首
長
チ
ュ
ベ
イ
に
射
し
、
モ
ン
ゴ
ル
人
本
来
の
語
諺
ρ
p
に
加

　
え
、
河
西
ー
ハ
ミ
と
い
う
土
地
柄
か
ら
し
d
o
鴫
と
い
う
ト
ル
コ
語
が
つ
い
て
、
チ

　
ユ
ベ
イ
の
み
を
指
す
独
特
の
こ
と
ば
と
し
て
、
　
　
蹉
三
〇
年
代
こ
ろ
に
は
、
　
『
元

　
史
梅
本
紀
の
も
と
と
な
る
公
式
記
録
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
、
と
考

　
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
仮
説
で
あ
る
。
御
示
教
を
乞
う
。

　
な
お
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
本
田
・
原
山
・
浜
田
・
森
安
諸
氏
か
ら
は
数
多
く

　
の
有
益
な
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
あ
わ
せ
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

⑲
）
な
お
松
村
氏
は
、
諸
王
表
の
威
武
西
箪
玉
と
同
じ
金
印
皮
紐
の
な
か
の
「
無
国

　
邑
名
」
の
項
に
、

　
　
　
南
木
忽
里
王
、
至
大
元
年
（
…
三
〇
八
）
。

　
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
チ
ュ
ベ
イ
転
封
の
翌
年
、
彼
の
嫡
子
ノ
ム
ー
ク
リ
が
継
い

　
　
ヘ
　
　
へ

　
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
若
干
の
含
み
を
持
た
せ
つ
つ
も
、
推
測
さ
れ
て
い
る
。
年

　
月
も
合
い
、
穏
当
な
推
測
と
思
う
が
、
す
で
に
述
べ
た
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
、
ク
ン
チ

　
ェ
ク
、
ク
タ
ト
ミ
シ
ュ
三
人
の
場
合
の
如
く
（
先
掲
㈲
）
、
無
王
暑
の
ま
ま
で
も
、

　
本
来
定
ま
っ
た
「
家
格
」
に
応
じ
た
待
遇
が
与
え
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
そ
れ

　
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
こ
こ
は
『
元
塩
』
が
指
定
す
る
と
お
り
、
ノ
ム
ー
ク
リ
は
、

　
第
三
ラ
ン
ク
の
金
印
駝
紐
に
相
当
す
る
処
遇
は
受
け
た
が
、
特
定
の
　
「
國
邑
の

　
名
」
が
な
い
ま
ま
に
、
結
局
威
武
爾
寧
王
は
名
乗
る
こ
と
な
く
幽
王
に
進
凹
し
た
、

　
と
考
え
て
も
瀦
段
さ
し
っ
か
え
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

四王チ＝ベイとその系譜（杉山）

今
後
に
む
け
て

　
以
上
、
主
に
ペ
リ
オ
・
松
村
両
氏
の
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、
　
『
ム
イ
ッ
ズ
』
を
手
掛
り
に
、
検
証
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
ペ
リ
オ
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

以
来
の
懸
案
に
ほ
ぼ
裏
付
け
が
得
ら
れ
た
ほ
か
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
の
史
料
と
し
て
『
ム
イ
ッ
ズ
』
を
利
用
で
き
る
め
ど
も
陰
る
程
度
た
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
こ
と
と
は
別
に
、
全
く
新
ら
た
な
事
実
と
課
題
が
こ
れ
に
関
連
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
一
言
で
い
う
と
、
十
四

（39）

五
世
紀
を
通
じ
、
穴
部
西
半
の
地
に
は
、
ド
ゥ
ア
集
団
と
は
捌
箇
の
も
う
ひ
と
つ
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
系
政
治
勢
力
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
　
3
9



で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
ど
う
い
う
理
由
・
野
縁
か
ら
そ
こ
に
あ
り
、
実
際
ど
の
よ
う
な
集
団
・
王
象
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
課
題
で
あ
る
。

そ
の
さ
い
、
チ
ュ
ベ
イ
家
第
三
代
当
主
た
る
ノ
ム
ー
タ
シ
ュ
が
、
一
三
二
六
年
の
時
点
で
み
ず
か
ら
の
家
系
を
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
正
統
と
称
し
て

い
る
こ
と
は
、
我
々
が
通
念
と
し
て
抱
い
て
き
た
既
成
の
イ
メ
ー
ジ
を
ゆ
さ
ぶ
る
に
充
分
な
力
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
は
た
し
て
そ
の
言
葉
が
ど

の
程
度
の
真
実
を
含
む
も
の
か
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
上
、
最
も
不
明
な
点
の
多
い
チ
ャ
ガ
タ
イ
ー
ウ
ル
ス
史
の
混
迷
を
解
く
ひ
と
つ
の
鍵

が
、
こ
こ
に
灰
見
え
る
想
い
が
す
る
。

　
本
当
に
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
は
ふ
た
つ
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
解
答
は
、
カ
イ
ド
ウ
登
場
以
後
の
錯
綜
を
き
わ
め
る
十
三
世
紀
中
央
ア
ジ
ア
情
勢
を

も
う
一
度
正
確
に
番
え
直
し
て
い
く
な
か
で
求
め
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
　
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
京
都
市
山

40 （40）

曄
◎

　　　u痴ヨ』鵡し福
　　　　1
燭1ρ1　じ・，鯛脳

　1・v”　r

◎
嘉

堂≦多
　　＠＠一・i

…㊨露一㊨一．
　ξ」訪　」r♪吻　上

ｧ
甘
食
・
（
∋
（
露
，
　
脚
喝
㊥

群
最9

晦謝
’→

Lり

，

＼しン

　　　t 墾鍬
（lll）〉

　　　留Ψ1⊥，
　　　　ゆ（β◎

　　　畢

　　　無・

図版　『ムイッズ』（パリ本）のチュベイ家系図
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Cttbei，　the　prince　of　Bin幽and　his　genea工ogy

　Co皿paring　the　historical　documents　in　the　Yuan元

　　　　and　the　Ming明Period　with‘Mtt‘詑g　al－Ansab’

by

Masaaki　Sugiyama

　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

　　CUbei，　the　prince　of　B圭n，　who　descended　from　Caγatai，　played　an

active　part　under　Yuan元period．　Since　Paul　Pelliot　suggested，　it　has
　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
been　thought　that　CUbei　was　the　ancester　of　the　royal　family　of　Qomul

in　the　Ming　Period．　But，　ln　fact　the　identification　didn’t　have　extinct

evidence．

　　‘Ma‘izz　al一、4％s励’，　the　genealogical　source　written　in　the　period　of

TimOrid，　shows　not　on！y　that　their　relation　is　confirmed，　but　that　the

garrison　of　Shazhou　in　the　Ming　Period明代沙州衛was　also　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
descendant　of　the　family　of　Ct｛be呈．　Those　facts　can　be　connected　with
　　　　　　　　　　　　　　　ザ
the　records　of　C農bei　family　in　Yuanshi『元史』，ノtZ’mi‘al－TavdPtifeh『集

史』，Mingshi　r明史』，！協㎎s雇Z％r明実録』and　so　on．　They　te1Lthe
　　　　　　　　　　　　ソ
trace　of　the　C誼bei　family　in　Hexi河西of　the　fourteenth　century　though
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ
obscurely．　It　is　the　h圭story　of　another　royal　fami｝y　of　Caγatai，　which

is　free　from　the　frame　of　Yuan　or　Ming　Period．

L’image　des　PhilosoPhes　dans　le　siCcle　des　Lumieres

par

Tal〈ashi　Morihara

　　Dans　1’histoire　de　！a　pens6e　frangaise，　les　penseurs　du　siecle　des

Lumibres　sont　en　ge’n6ral　eonnus　sous　le　nom　de　philosophes．　Le　type

de　1’6rudit　de　cette　6poque　fut　justement　le　philosoplee．　Diderot，　D’Alem－

bert，　Voltaire　et　Rousseau　en　constituaient　1’elite．　Dans　cette　6tude，

j’a1　tent6　de　saislr　le　philosophe　en　tant　que　type　kumain，　repr6sentatif

de　1’apog6e　du　sibcle　des　Lum1bres．　」’ai　essay6　d’aBalyser　1’2mage　du

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（176）




